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凛
と
し
て 

晴
れ
や
か
に

凛
と
し
て 

晴
れ
や
か
に

生声ひろば生声ひろば 未来に
はばた

け

立川中学校

　
平
成
31
年
度
一
般

会
計
予
算
は
、
財
政

調
整
基
金
や
減
債
基

金
、
い
わ
ゆ
る
貯
金

を
取
り
崩
し
て
過
去

最
大
予
算
と
な
っ

た
。
新
庁
舎
建
設
に

関
す
る
予
算
を
平
成

31
年
度
も
計
上
す
る

た
め
、
や
む
を
得
な

い
と
も
言
え
る
。

　
新
年
度
予
算
に

は
、
新
し
い
図
書
館

建
設
に
関
連
し
た
予

算
も
計
上
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
今
後
は
武

道
館
や
建
設
か
ら
40

年
近
く
経
っ
て
い
る

総
合
体
育
館
を
ど
う

す
る
か
も
考
え
る
時

期
に
な
っ
て
い
る
。

　
町
と
し
て
、
様
々

な
人
口
減
少
対
策
は

行
っ
て
い
る
が
、
こ

の
流
れ
は
、
ゆ
る
や

か
に
な
っ
て
も
止
ま

る
こ
と
は
な
く
、
税
収
に

も
影
響
が
出
る
。

　
合
併
特
例
債
の
期
限
が

延
長
に
は
な
っ
た
も
の

の
、
起
債
に
も
限
度
が
あ

り
、
今
後
も
施
設
建
設
に

つ
い
て
は
、
厳
し
く
チ
ェ

ッ
ク
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
こ
の
号
が
発
行
さ
れ
る

こ
ろ
は
、
新
し
い
元
号
が

発
表
さ
れ
て
い
る
。
新
し

い
時
代
、
次
の
世
代
に
ツ

ケ
を
残
さ
な
い
た
め
に
も

議
会
の
役
割
は
大
き
い
。

　
　
　
　
　
國
分
　
浩
実

発
行
人

議
　
　
長
　
吉
宮
　
　
茂

議
会
広
報
常
任
委
員
会

委
　員
　長
　
國
分
　
浩
実

副
委
員
長
　
澁
谷
　
勇
悦

委
　
　
員
　
鎌
田
　
準
一

委
　
　
員
　
加
藤
　
將
展

委
　
　
員
　
阿
部
　
利
勝

委
　
　
員
　
長
堀
　
幸
朗

答答 問

答答 問

議
会
事
務
局
が

新
体
制
で

　
　ス
タ
ー
ト

議
会
事
務
局
が

新
体
制
で

　
　ス
タ
ー
ト

　
議
会
事
務
局
は
、

事
務
局
長
の
小
林
裕

之
さ
ん
が
監
査
委
員

事
務
局
長
と
兼
任
と

な
り
、
書
記
の
長
南

邦
さ
ん
も
監
査
委
員

事
務
局
書
記
と
兼
任

と
な
り
ま
し
た
。

　
新
た
に
原
田
浩
さ

ん
が
監
査
委
員
事
務

局
書
記
と
し
て
異
動

さ
れ
、
議
会
事
務
局

書
記
も
兼
任
と
な
り

ま
す
。
議
会
事
務
局

係
長
の
堀
純
子
さ
ん

と
合
わ
せ
、
４
人
体

制
と
な
り
ま
し
た
。

　
３
月
15
日
に
庄
内

町
立
立
川
中
学
校
の

卒
業
式
が
厳
粛
か
つ

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
男
子
14
人
、
女

子
21
人
の
卒
業
生
が
、

門
出
の
言
葉
を
心
に

刻
み
な
が
ら
、
平
成

最
後
の
卒
業
式
は
感

動
の
な
か
で
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
卒
業
証
書
を
受
け
取
る
生

徒
た
ち
は
皆
、
す
が
す
が
し

く
晴
れ
晴
れ
と
し
た
表
情
で

し
た
。
在
校
生
が
合
唱
す
る

「
旅
立
ち
の
日
に
」
の
歌
声

に
勇
気
づ
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
今
ま
さ
に
、
将
来
に
向

か
っ
て
大
き
く
一
歩
を
踏
み

出
そ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。

（
生
徒
た
ち
に
）

高
等
学
校
へ
行
っ
た
ら
何

を
し
た
い
で
す
か
。

自
分
の
目
標
や
夢
に
向
か

っ
て
悔
い
の
な
い
よ
う
に

頑
張
り
た
い
で
す
。

中
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
を

大
切
に
し
て
、
有
意
義
な

高
校
生
活
を
送
り
た
い
で

す
。

（
保
護
者
の
方
に
）

ど
の
よ
う
な
お
子
さ
ん
に
な

っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
か
。

友
達
を
大
切
に
し
て
、
素
直

に
大
き
く
育
っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

な
ん
に
で
も
あ
き
ら
め
ず
に

可
能
性
に
挑
戦
し
て
も
ら
い

た
い
で
す
。

◆貯金を取り崩し過去最大予算
◆みんなが知りたい予算の目玉
◆有効に使われるのか
◆町政を問う13人が提言
◆より良い町づくりのために
◆町の財政を解説

2

4

6

15

22

26

・・・・・〈予算〉

・・・〈新規事業〉

・・・・・〈予算特別委員会〉

・・・・・・〈一般質問〉

・〈常任委員会報告書〉

・・・・・・・・・〈解体親書〉
わかりたいしんしょ

り
ん
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貯金を取り崩し 過去最大予算 可
決

※ 義務的経費：支出が義務付けられ、任意に節減できない経費をいう。
※ 投資的経費：施設など、財産として将来に残るものの経費をいう。

賛
成
12 
人
　
反
対
２
人
で
可
決

一
般
会
計

　
平
成
31
年
度
予
算
は
、
昨
年
度
よ
り
２
千
300
万
円
多
い
、
135
億
７
千
900

万
円
と
、
今
年
度
も
過
去
最
大
と
な
り
ま
す
。
限
ら
れ
た
財
源
の
な
か
で
、

よ
り
効
率
的
な
事
業
が
組
ま
れ
て
い
る
か
を
審
査
し
ま
し
た
。

収
入
︵
歳
入
︶

支
出
︵
歳
出
︶

　
収
入
で
は
、
昨
年
度
の
米
の
不
作
や
地
価
の
下
落
等
に
よ
り
、
税
収
の

減
が
見
込
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
度
と
比
較
し
て
地
方
交
付
税
も
減

額
し
て
お
り
、
貯
金
（
財
政
調
整
基
金
・
減
債
基
金
）
を
取
り
崩
す
、
厳

し
い
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　
主
な
支
出
の
事
業
費
は
、
南
野
児
童
遊
園
整
備
事
業
、
分
譲
宅
地
開
発

支
援
事
業
、
生
活
困
窮
者
相
談
支
援
事
業
等
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
度
よ
り

着
工
が
始
ま
っ
た
本
庁
舎
等
整
備
事
業
費
は
15
億
７
千
563
万
円
で
す
。
ま

た
、
今
年
度
よ
り
図
書
館
整
備
事
業
を
着
手
し
、
３
年
後
に
オ
ー
プ
ン
を

目
指
し
ま
す
。

特
別
会
計
・
企
業
会
計

国
民
健
康
保
険
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
・
・
・
・
・
・
・
・

介
護
保
険
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

風
力
発
電
事
業
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

水
道
事
業
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

下
水
道
事
業
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ガ
ス
事
業
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

22
億
６
千
700
万
円

２
億
４
千
600
万
円

27
億
９
千
200
万
円

６
千
700
万
円

10
億
１
千
600
万
円

17
億
500
万
円

６
億
６
千
600
万
円

合計135億7,900万円

支　出

公債費
17億1,300万円
借入金の元利償還金。

人件費
21億5,000万円
議員、正職員、各種委員の報酬、給与等。

15.9％

扶助費
13億6,500万円
最低限の生活を保障する経済的援助等。

新庁舎建設等。

10.0％

普通建設事業費
24億6,400万円 18.2％

災害復旧事業費
　　　 200万円 0.0％

12.6％

その他（予備費・積立金等）
1.0％

維持補修費
2.0％

補助費等
17.9％

繰出金
7.3％

物件費

広域行政組合等への負担金。

国民健康保険、介護保険等の
特別会計への繰り出し金。

町施設の電気料、燃料、郵便料、
スクールバス、町営バス経費、
電算委託料、パソコン、備品、
消耗品等。

14.5％

貸付金
0.6％

1億3,700万円

2億7,400万円

24億2,600万円

9億8,800万円

19億7,500万円

8,500万円

義務的経費
52億2,800万円
（38.5％）その他の経費

58億8,500万円
（43.3％）

投資的経費
24億6,600万円
（18.2％）

※

※

町税
18億2,300万円
町民税、固定資産税、たばこ税等。

財政調整基金・減債基金・各特別会計等より。

町の収入で賄いきれない分に対する
国からの補填及び再配分。

繰入金
11億4,500万円

幼保、小中学校の給食費、健診費用等。

諸収入
  2億8,400万円

町営住宅、幼稚園等の使用料等。

ふるさと応援寄附金等。

使用料及び手数料

分担金及び負担金
 　　7,700万円
その他
  5億2,300万円

自主財源
41億1,100万円
（30.3％）

依存財源
94億6,900万円
（69.7％）

合計135億7,900万円

収　入

13.4％

8.4％

2.1％

0.8％

繰越金
  1億5,000万円 1.1％

0.6％

3.9％

0.5％

0.7％

2.6％

8.2％

6.6％

その他の交付金

地方交付税

地方譲与税

地方消費税交付金

県支出金

国庫支出金

町債

6,300万円

45億円

9,900万円

3億5,600万円

11億1,100万円

9億200万円

24億3,800万円
銀行や農協などからの借入金。

18.0％

33.1％

※

※

新庁舎工事現場完成まであと 1年

3月
定例会
会 期
3月5日から
　　19日まで

以上44件
原案どおり可決

各会計補正予算
8件

各会計予算
8件
条例制定
14件

事件案件
3件
人事案件
1件
契約案件
1件
発 議
3件
発 委
2件

条例設定
4件

平成31年度

予算
新
図
書
館
建
設
に
む
け
て
始
動

財政調整基金・減債基金

関
連
記
事 

５
ペ
ー
ジ

賛
成
全
員
で
可
決

賛
成
全
員
で
可
決

賛
成
全
員
で
可
決

賛
成
全
員
で
可
決

賛
成
全
員
で
可
決

賛
成
全
員
で
可
決

賛
成
全
員
で
可
決

※ 自主財源：町が自主的に収入する財源をいう。
※ 依存財源：国や県から定められた額を収入する財源をいう。

1億900万円

（各予算額を10万円台で四捨五入していま  すので、合計値と割合に差異があります）
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貯金を取り崩し 過去最大予算 可
決

※ 義務的経費：支出が義務付けられ、任意に節減できない経費をいう。
※ 投資的経費：施設など、財産として将来に残るものの経費をいう。
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（38.5％）その他の経費

58億8,500万円
（43.3％）

投資的経費
24億6,600万円
（18.2％）

※

※

町税
18億2,300万円
町民税、固定資産税、たばこ税等。

財政調整基金・減債基金・各特別会計等より。

町の収入で賄いきれない分に対する
国からの補填及び再配分。

繰入金
11億4,500万円

幼保、小中学校の給食費、健診費用等。

諸収入
  2億8,400万円

町営住宅、幼稚園等の使用料等。

ふるさと応援寄附金等。

使用料及び手数料

分担金及び負担金
 　　7,700万円
その他
  5億2,300万円

自主財源
41億1,100万円
（30.3％）

依存財源
94億6,900万円
（69.7％）

合計135億7,900万円

収　入

13.4％

8.4％

2.1％

0.8％

繰越金
  1億5,000万円 1.1％

0.6％

3.9％

0.5％

0.7％

2.6％

8.2％

6.6％

その他の交付金

地方交付税

地方譲与税

地方消費税交付金

県支出金

国庫支出金

町債

6,300万円

45億円

9,900万円

3億5,600万円

11億1,100万円

9億200万円

24億3,800万円
銀行や農協などからの借入金。

18.0％

33.1％

※

※

新庁舎工事現場完成まであと 1年

3月
定例会
会 期
3月5日から
　　19日まで

以上44件
原案どおり可決

各会計補正予算
8件

各会計予算
8件
条例制定
14件

事件案件
3件
人事案件
1件
契約案件
1件
発 議
3件
発 委
2件

条例設定
4件

平成31年度

予算
新
図
書
館
建
設
に
む
け
て
始
動

財政調整基金・減債基金

関
連
記
事 

５
ペ
ー
ジ

賛
成
全
員
で
可
決

賛
成
全
員
で
可
決

賛
成
全
員
で
可
決

賛
成
全
員
で
可
決

賛
成
全
員
で
可
決

賛
成
全
員
で
可
決

賛
成
全
員
で
可
決

※ 自主財源：町が自主的に収入する財源をいう。
※ 依存財源：国や県から定められた額を収入する財源をいう。

1億900万円

（各予算額を10万円台で四捨五入していま  すので、合計値と割合に差異があります）
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南
野
児
童
遊
園

　
　
　整
備
事
業

コ
ン
ビ
ニ
収
納
シ
ス
テ
ム

導
入
事
業

２
千
842
万
円

図
書
館
整
備
事
業

２
千
105
万
円

211
万
円

１
千
330
万
円

分
譲
宅
地
開
発

　
　
　支
援
事
業

１
千
470
万
円

小
出
沼
農
村
公
園

　ひ
ま
わ
り
橋

　
　
　改
修
事
業

334
万
円

温
泉
施
設
誘
客

促
進
事
業
補
助
金

予算 の目玉みんなが
  知りたい

新
規
事
業

　新
庁
舎
建
設
は
順
調
に
進
ん
で
お
り
、清
川
歴
史
公
園

（
第
一
期
）も
オ
ー
プ
ン
間
近
。住
民
に
関
心
の
高
い
新
規

事
業
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

　
日
本
各
地
の
図
書
館
が
、
今
大
き
く
変
化
し
て
い
ま

す
。町
立
図
書
館
に
お
い
て
も
、
知
の
拠
点
と
さ
れ
て
き

た
従
来
の
機
能
に
加
え
、
利
用
者
の
居
心
地
の
よ
さ
を

追
求
し
た
滞
在
型
図
書
館
の
機
能
や
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ

い
や
住
民
の
交
流
を
生
み
出
す
交
流
拠
点
の
機
能
を
持

つ
施
設
と
し
て
、
あ
ら
た
に
歩
み
だ
す
た
め
の
地
質
調

査
と
基
本
設
計
を
行
い
、
３
年
後
に
オ
ー
プ
ン
を
目
指

し
ま
す
。

　
住
民
の
利
便
性
を
図
る
た
め
、町
税
等
の
納
付
が
コ
ン

ビ
ニ
で
で
き
る
よ
う
に
す
る
事
業
で
、来
年
４
月
に
運
用

開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
定
住
化
の
促
進
及
び
人
口
流
出
の
抑

制
を
図
る
た
め
、余
目
都
市
計
画
区
域
内

で
宅
地
開
発
を
行
う
民
間
事
業
者
に
補

助
金
を
交
付
す
る
も
の
で
す
。

・
宅
地
開
発
に
要
す
る
費
用

・
道
路
の
整
備
に
要
す
る
費
用

　
老
朽
化
に
よ
り
通
行
止
め
と
な
っ
て

い
た
ひ
ま
わ
り
橋
を
改
修
し
、花
見
や
動

物
と
の
ふ
れ
あ
い
な
ど
安
心
・
安
全
な

散
策
コ
ー
ス
と
し
ま
す
。

　
南
野
集
落
内
に
、
地
域
の
児
童
や
子
育

て
応
援
住
宅
の
児
童
が
利
用
で
き
る
健
全

な
遊
び
場
、
ま
た
健
康
増
進
の
場
と
し
て
、

遊
具
等
を
設
置
し
た
公
園
を
整
備
し
ま
す
。

　
北
月
山
荘
は
、31
年
度
に
つ
い
て
は
冬

季
休
業（
12
月
〜
３
月
）と
な
り
ま
す
。ま

ち
な
か
温
泉
は
、当
初
一
日
あ
た
り
入
浴

者
数
350
人
を
見
込
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、

300
人
を
切
る
現
況
で
あ
り
、今
後
の
活
用

を
促
進
す
る
た
め
、入
浴
料
割
引
な
ど
の

工
夫
を
こ
ら
し
て
、誘
客
増
を
目
指
す
も

の
で
す
。

３
年
後
に
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
ま
す

宅
地
開
発
を
後
押
し

ひ
ま
わ
り
橋

　
　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

遊
具
を
設
置

誘
客
へ
の
ア
イ
デ
ィ
ア

文化の拠点を目指すコンビニで便利に いつでもOK

新しい公園で遊びたいな 新たな町づくりになるか

家族でも楽しめます 町湯 橋から景色が見られます

イメージ

小出沼農村公園
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南
野
児
童
遊
園

　
　
　整
備
事
業

コ
ン
ビ
ニ
収
納
シ
ス
テ
ム

導
入
事
業

２
千
842
万
円

図
書
館
整
備
事
業

２
千
105
万
円

211
万
円

１
千
330
万
円

分
譲
宅
地
開
発

　
　
　支
援
事
業

１
千
470
万
円

小
出
沼
農
村
公
園

　ひ
ま
わ
り
橋

　
　
　改
修
事
業

334
万
円

温
泉
施
設
誘
客

促
進
事
業
補
助
金

予算 の目玉みんなが
  知りたい

新
規
事
業

　新
庁
舎
建
設
は
順
調
に
進
ん
で
お
り
、清
川
歴
史
公
園

（
第
一
期
）も
オ
ー
プ
ン
間
近
。住
民
に
関
心
の
高
い
新
規

事
業
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

　
日
本
各
地
の
図
書
館
が
、
今
大
き
く
変
化
し
て
い
ま

す
。町
立
図
書
館
に
お
い
て
も
、
知
の
拠
点
と
さ
れ
て
き

た
従
来
の
機
能
に
加
え
、
利
用
者
の
居
心
地
の
よ
さ
を

追
求
し
た
滞
在
型
図
書
館
の
機
能
や
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ

い
や
住
民
の
交
流
を
生
み
出
す
交
流
拠
点
の
機
能
を
持

つ
施
設
と
し
て
、
あ
ら
た
に
歩
み
だ
す
た
め
の
地
質
調

査
と
基
本
設
計
を
行
い
、
３
年
後
に
オ
ー
プ
ン
を
目
指

し
ま
す
。

　
住
民
の
利
便
性
を
図
る
た
め
、町
税
等
の
納
付
が
コ
ン

ビ
ニ
で
で
き
る
よ
う
に
す
る
事
業
で
、来
年
４
月
に
運
用

開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
定
住
化
の
促
進
及
び
人
口
流
出
の
抑

制
を
図
る
た
め
、余
目
都
市
計
画
区
域
内

で
宅
地
開
発
を
行
う
民
間
事
業
者
に
補

助
金
を
交
付
す
る
も
の
で
す
。

・
宅
地
開
発
に
要
す
る
費
用

・
道
路
の
整
備
に
要
す
る
費
用

　
老
朽
化
に
よ
り
通
行
止
め
と
な
っ
て

い
た
ひ
ま
わ
り
橋
を
改
修
し
、花
見
や
動

物
と
の
ふ
れ
あ
い
な
ど
安
心
・
安
全
な

散
策
コ
ー
ス
と
し
ま
す
。

　
南
野
集
落
内
に
、
地
域
の
児
童
や
子
育

て
応
援
住
宅
の
児
童
が
利
用
で
き
る
健
全

な
遊
び
場
、
ま
た
健
康
増
進
の
場
と
し
て
、

遊
具
等
を
設
置
し
た
公
園
を
整
備
し
ま
す
。

　
北
月
山
荘
は
、31
年
度
に
つ
い
て
は
冬

季
休
業（
12
月
〜
３
月
）と
な
り
ま
す
。ま

ち
な
か
温
泉
は
、当
初
一
日
あ
た
り
入
浴

者
数
350
人
を
見
込
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、

300
人
を
切
る
現
況
で
あ
り
、今
後
の
活
用

を
促
進
す
る
た
め
、入
浴
料
割
引
な
ど
の

工
夫
を
こ
ら
し
て
、誘
客
増
を
目
指
す
も

の
で
す
。

３
年
後
に
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
ま
す

宅
地
開
発
を
後
押
し

ひ
ま
わ
り
橋

　
　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

遊
具
を
設
置

誘
客
へ
の
ア
イ
デ
ィ
ア

文化の拠点を目指すコンビニで便利に いつでもOK

新しい公園で遊びたいな 新たな町づくりになるか

家族でも楽しめます 町湯 橋から景色が見られます

イメージ

小出沼農村公園
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予
算
特
別
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

アイディアでもっと活用を

頼りになります熟練の技

響ホール

総務文教
厚生部門
総務文教
厚生部門

　
年
度
末
起
債
残

高（
借
金
）は
、
平

成
30
年
度
の
シ
ュ
ミ
レ
ー

シ
ョ
ン
と
比
較
で
は
31
年

〜
33
年
ま
で
減
額
の
計
画

に
な
っ
て
い
る
が
、
問
題

は
な
い
の
か
。

　
経
常
収
支
比
率
の
決
算

で
、28
年
度
92
・
9
％
、29

年
度
96
・
9
％
２
年
連
続

で
上
昇
し
て
い
る
。29
年

度
は
県
内
35
市
町
村
で
一

番
高
い
22
町
村
の
平
均

89
・
4
％
で
あ
る
。公
債

費
負
担
比
率
の
警
戒
ラ
イ

ン
は
15
％
以
上
で
あ
る
。

31
年
〜
33
年
は
15
％
を
超

え
、34
年
、35
年
度
は
危
険

ラ
イ
ン
の
20
％
以
上
で
大

丈
夫
な
の
か
。

　健
全
化
判
断
基

準
は
、
超
え
て
な

い
、努
力
す
る
。

問 財
政
大
丈
夫
か

工
藤
　範
子 

委
員

町
長

　
保
健
福
祉
課
等

の
情
報
発
信
は
、

住
民
生
活
を
支
え
る
大
切

な
情
報
が
多
い
。
町
の
広

報
発
行
日
と
別
に
、
適
時

に
行
え
る
配
信
シ
ス
テ
ム

が
有
効
と
考
え
る
。
シ
ル

問
新
た
な
仕
事
を
探
れ

鎌
田
　準
一 

委
員

　
他
の
自
治
体
で

は
コ
ン
ビ
ニ
収
納

に
加
え
、
各
種
証
明
書
等

の
発
行
を
実
施
し
て
い
る

所
も
多
い
。

　
今
回
、
そ
の
検
討
は
し

な
か
っ
た
の
か
。

　シ
ス
テ
ム
の
立

ち
上
げ
や
、
維
持

費
と
し
て
数
千
万
円
か
か

る
た
め
、
今
後
の
検
討
と

し
た
い
。

問
証
明
書
発
行

　
　
　
　で
き
る
の
か

石
川
　
　保 

委
員

町
長

何
が
コ
ン
ビ
ニ
収
納
に

　
　
　
　
　な
る
の
か

小
林
　清
悟 

委
員

　
町
税
等
の
納
付

環
境
の
利
便
性
を

図
る
た
め
、
２
０
２
０
年

４
月
か
ら
の
実
施
を
目
指

し
て
、
コ
ン
ビ
ニ
収
納
を

進
め
て
い
る
。
コ
ン
ビ
ニ

店
で
何
が
支
払
い
可
能
と

な
る
の
か
。　個

人
の
町
税
に

加
え
、上
下
水
道
・

ガ
ス
料
金
の
支
払
い
も
可

能
と
な
る
。

問町
長

財
政
運
営
に

　
　
　不
安
は
な
い
か

小
野
　一
晴 

委
員

　
財
政
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
見

る
と
、
こ
れ
ま
で
毎
年
約

18
億
円
の
借
金
を
返
済
す

る
計
画
だ
っ
た
が
平
成
31

年
度
以
降
は
約
16
・
3
億

円
に
減
額
し
て
い
る
。

　
同
じ
く
、
公
債
費
負
担

比
率
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
で
は
、
平
成
31
年
度
か

ら
危
険
ラ
イ
ン
と
さ
れ
る

20
％
を
超
え
る
と
し
て
い

た
が
、
借
金
返
済
を
先
送

り
し
た
こ
と
で
、
ど
う
に

か
34
年
度
ま
で
危
険
ラ
イ

ン
突
入
は
免
れ
て
い
る
。

今
後
の
財
政
運
営
に
不
安

が
な
い
の
か
。

　平
成
28
、
29
年

度
の
特
例
債
の
返

済
据
え
置
き
期
間
を
設
定

し
な
か
っ
た
こ
と
が
一
因
。

　分
母
の
交
付
税
に
対
し

て
、
分
子
の
借
り
入
れ
を

抑
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。

問町
長

　
新
年
度
予
算

で
、
財
政
調
整
基

金
と
減
債
基
金
の
繰
り
入

れ
を
、
過
去
最
高
額
の
約

11
億
円
と
見
込
ん
で
い
る

の
は
な
ぜ
か
。

問
基
金
で
補
填

　
　
　
　
　大
丈
夫
か

小
林
　清
悟 

委
員

　財
源
の
不
足
分

を
繰
り
入
れ
た
。

役
場
本
庁
舎
工
事
、
図
書

館
工
事
、
響
ホ
ー
ル
委
託

料
、
公
債
費
な
ど
の
増
額

か
ら
で
あ
る
。

町
長

コンビニ
収納

コンビニ
収納

財　政財　政

シルバー
人材

シルバー
人材

●
総
務
課

●
情
報
発
信
課

●
税
務
町
民
課

●
保
健
福
祉
課

●
新
庁
舎
整
備
課

●
会
計
室

●
教
育
委
員
会

●
監
査
委
員

●
選
挙
管
理
委
員
会

※ 高年齢者就業機会促進事業　定年退職後等の高年齢者に対して、地域に密着した仕事を提供し、
　　　　　　　　　　　　　　 高年齢者の生きがいの充実及び社会参加の促進を図る事業

予算特別委員会予算特別委員会

委 員 長

副委員長

齋　藤　秀　紀
鎌　田　準　一

予 算 特 別 委 員 会 と は
　新年度予算が町民の幸せのために
有効に使われるのかを審査します。

平成31年度の一般会計予算と４件の特別会計予
算と３件の企業会計予算を３月12日・13日・
14日に審査し、原案のとおり可決しました。

予算総額223億3785万円はどう使われるのか
（一般会計・特別会計・企業会計）

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

は
、
連
係
可
能
な
基
本
的

な
シ
ス
テ
ム
が
既
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
高
年
齢
者
就

業
機
会
促
進
事
業
を
背
景

に
事
業
委
託
と
し
、
多
く

の
女
性
も
参
画
可
能
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス

と
し
て
支
援
し
て
は
ど
う

か
。

　事
業
は
国
、
約

140
万
円
、
町
88
万

円
の
補
助
金
事
業
と
な
っ

て
い
る
。
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
と
意
見
交
換
を

行
い
た
い
。

町
長

※
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アイディアでもっと活用を

頼りになります熟練の技

響ホール

総務文教
厚生部門
総務文教
厚生部門

　
年
度
末
起
債
残

高（
借
金
）は
、
平

成
30
年
度
の
シ
ュ
ミ
レ
ー

シ
ョ
ン
と
比
較
で
は
31
年

〜
33
年
ま
で
減
額
の
計
画

に
な
っ
て
い
る
が
、
問
題

は
な
い
の
か
。

　
経
常
収
支
比
率
の
決
算

で
、28
年
度
92
・
9
％
、29

年
度
96
・
9
％
２
年
連
続

で
上
昇
し
て
い
る
。29
年

度
は
県
内
35
市
町
村
で
一

番
高
い
22
町
村
の
平
均

89
・
4
％
で
あ
る
。公
債

費
負
担
比
率
の
警
戒
ラ
イ

ン
は
15
％
以
上
で
あ
る
。

31
年
〜
33
年
は
15
％
を
超

え
、34
年
、35
年
度
は
危
険

ラ
イ
ン
の
20
％
以
上
で
大

丈
夫
な
の
か
。

　健
全
化
判
断
基

準
は
、
超
え
て
な

い
、努
力
す
る
。

問 財
政
大
丈
夫
か

工
藤
　範
子 

委
員

町
長

　
保
健
福
祉
課
等

の
情
報
発
信
は
、

住
民
生
活
を
支
え
る
大
切

な
情
報
が
多
い
。
町
の
広

報
発
行
日
と
別
に
、
適
時

に
行
え
る
配
信
シ
ス
テ
ム

が
有
効
と
考
え
る
。
シ
ル

問
新
た
な
仕
事
を
探
れ

鎌
田
　準
一 

委
員

　
他
の
自
治
体
で

は
コ
ン
ビ
ニ
収
納

に
加
え
、
各
種
証
明
書
等

の
発
行
を
実
施
し
て
い
る

所
も
多
い
。

　
今
回
、
そ
の
検
討
は
し

な
か
っ
た
の
か
。

　シ
ス
テ
ム
の
立

ち
上
げ
や
、
維
持

費
と
し
て
数
千
万
円
か
か

る
た
め
、
今
後
の
検
討
と

し
た
い
。

問
証
明
書
発
行

　
　
　
　で
き
る
の
か

石
川
　
　保 

委
員

町
長

何
が
コ
ン
ビ
ニ
収
納
に

　
　
　
　
　な
る
の
か

小
林
　清
悟 

委
員

　
町
税
等
の
納
付

環
境
の
利
便
性
を

図
る
た
め
、
２
０
２
０
年

４
月
か
ら
の
実
施
を
目
指

し
て
、
コ
ン
ビ
ニ
収
納
を

進
め
て
い
る
。
コ
ン
ビ
ニ

店
で
何
が
支
払
い
可
能
と

な
る
の
か
。　個

人
の
町
税
に

加
え
、上
下
水
道
・

ガ
ス
料
金
の
支
払
い
も
可

能
と
な
る
。

問町
長

財
政
運
営
に

　
　
　不
安
は
な
い
か

小
野
　一
晴 

委
員

　
財
政
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
見

る
と
、
こ
れ
ま
で
毎
年
約

18
億
円
の
借
金
を
返
済
す

る
計
画
だ
っ
た
が
平
成
31

年
度
以
降
は
約
16
・
3
億

円
に
減
額
し
て
い
る
。

　
同
じ
く
、
公
債
費
負
担

比
率
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
で
は
、
平
成
31
年
度
か

ら
危
険
ラ
イ
ン
と
さ
れ
る

20
％
を
超
え
る
と
し
て
い

た
が
、
借
金
返
済
を
先
送

り
し
た
こ
と
で
、
ど
う
に

か
34
年
度
ま
で
危
険
ラ
イ

ン
突
入
は
免
れ
て
い
る
。

今
後
の
財
政
運
営
に
不
安

が
な
い
の
か
。

　平
成
28
、
29
年

度
の
特
例
債
の
返

済
据
え
置
き
期
間
を
設
定

し
な
か
っ
た
こ
と
が
一
因
。

　分
母
の
交
付
税
に
対
し

て
、
分
子
の
借
り
入
れ
を

抑
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。

問町
長

　
新
年
度
予
算

で
、
財
政
調
整
基

金
と
減
債
基
金
の
繰
り
入

れ
を
、
過
去
最
高
額
の
約

11
億
円
と
見
込
ん
で
い
る

の
は
な
ぜ
か
。

問
基
金
で
補
填

　
　
　
　
　大
丈
夫
か

小
林
　清
悟 

委
員

　財
源
の
不
足
分

を
繰
り
入
れ
た
。

役
場
本
庁
舎
工
事
、
図
書

館
工
事
、
響
ホ
ー
ル
委
託

料
、
公
債
費
な
ど
の
増
額

か
ら
で
あ
る
。

町
長

コンビニ
収納

コンビニ
収納

財　政財　政

シルバー
人材

シルバー
人材

●
総
務
課

●
情
報
発
信
課

●
税
務
町
民
課

●
保
健
福
祉
課

●
新
庁
舎
整
備
課

●
会
計
室

●
教
育
委
員
会

●
監
査
委
員

●
選
挙
管
理
委
員
会

※ 高年齢者就業機会促進事業　定年退職後等の高年齢者に対して、地域に密着した仕事を提供し、
　　　　　　　　　　　　　　 高年齢者の生きがいの充実及び社会参加の促進を図る事業

予算特別委員会予算特別委員会

委 員 長

副委員長

齋　藤　秀　紀
鎌　田　準　一

予 算 特 別 委 員 会 と は
　新年度予算が町民の幸せのために
有効に使われるのかを審査します。

平成31年度の一般会計予算と４件の特別会計予
算と３件の企業会計予算を３月12日・13日・
14日に審査し、原案のとおり可決しました。

予算総額223億3785万円はどう使われるのか
（一般会計・特別会計・企業会計）
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昨
年
９
月
に
立

谷
沢
地
区
に
設
置

さ
れ
た
移
住
体
験
住
宅

に
、
移
住
希
望
者
で
は
な

問 移
住
体
験
住
宅

　要
網
を
精
査
せ
よ

國
分
　浩
実 

委
員

　
全
国
「
住
み
た

い
田
舎
ベ
ス
ト
ラ

ン
キ
ン
グ
」で
、
酒
田
、
鶴

岡
市
は
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
に
、
遊
佐
町
も
38
位
に

な
っ
た
が
、
本
町
は
依
然

ラ
ン
キ
ン
グ
外
で
あ
る
。

年
初
に
締
結
し
た
㈱
ヤ
マ

ガ
タ
デ
ザ
イ
ン
と
の
移
住

問 移
住
対
策

　
　積
極
的
に
行
え

加
藤
　將
展 

委
員

　
新
図
書
館
整
備

事
業
の
予
算
が
盛

り
込
ま
れ
た
が
、
蔵
書
を

町
内
他
施
設
に
分
散
す
る

な
ど
、
総
事
業
費
を
抑
え

る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　各
地
区
か
ら
出

さ
れ
る
要
望
等
を

聞
き
な
が
ら
、
適
切
な
対

応
を
し
た
い
。

問 蔵
書
分
散

　
　事
業
費
を
抑
え
よ

國
分
　浩
実 

委
員

町
長

　
本
年
よ
り
生
活

困
窮
者
等
相
談
支

援
事
業
委
託
料
が
予
算
措

置
さ
れ
た
が
、
生
活
保
護

問 生
活
保
護
と
違
う
の
か

阿
部
　利
勝 

委
員

※ 住みたい田舎ベストランキング　全国 663 の市町村を対象に 220 項目ものアンケートを実施し、【総合部門】【若者世代が住みたい田舎部門】
【子育て世代が住みたい田舎部門】【シニア世代が住みたい田舎部門】【自然の恵み部門】でランキングを実施。
今年度で７回目。

※

促
進
協
定
に
関
し
、
具
体

的
実
施
の
検
討
や
予
算
措

置
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

移
住
促
進
は
重
要
な
人
口

減
少
対
策
で
あ
り
、
も
っ

と
積
極
的
に
行
う
べ
き
で

は
な
い
か
。　移

住
対
策
は
総

合
的
に
進
め
る
。

協
定
は
関
係
者
と
連
携
し

て
、
今
後
、
必
要
が
あ
れ

ば
予
算
措
置
等
も
検
討
し

て
い
く
。

町
長

　
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
活
用
目
的

に
、
定
住
・
定
着
促
進
が

あ
る
。

　
国
の
起
業
支
援
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
力
を
入
れ
る

べ
き
で
な
い
か
。

　隊
員
の
な
か
に

は
、
定
住
を
希
望

問
定
住
対
策
を

　
　
　
　促
進
せ
よ

石
川
　
　保 

委
員

す
る
人
も
お
り
、
人
と
の

繋
が
り
を
重
視
し
、
支
援

策
を
検
討
し
た
い
。

町
長

※ 地域おこし協力隊　おおむね１年以上３年以下の期間で、地方自治体の委嘱を受け、地域で生活し
　　　　　　　　　　 地域協力活動を行う報酬等は総務省から交付税措置されます。

　
地
域
お
こ
し
協

力
隊
は
、
新
た
に

４
人
募
集
し
10
人
と
な

り
、
こ
の
う
ち
２
人
が
任

期
終
了
で
、
８
人
が
活
動

を
行
う
。
前
任
者
２
人
は

定
住
に
到
ら
ず
、
新
た
に

隊
員
を
迎
え
る
予
定
で
あ

る
。
こ
の
国
の
事
業
は
、

若
者
の
地
方
へ
の
移
住
定

問 地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

　
　
　
　定
住
支
援
を

上
野
　幸
美 
委
員

※

の
相
談
と
ど
う
違
う
の

か
。

　一
次
的
な
相
談

支
援
と
し
て
生
活

困
窮
者
等
か
ら
の
相
談
に

応
じ
、
必
要
な
情
報
の
提

供
及
び
助
言
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
早
期
か
つ
包
括

的
な
支
援
体
制
を
構
築
す

る
も
の
で
あ
る
。

町
長

　
昨
年
７
月
の
豪

雨
で
は
土
砂
で
多

く
の
犠
牲
者
が
出
た
。本

問
危
険
箇
所
を
周
知
せ
よ

石
川
　武
利 

委
員

ランキングは大きな発信力

協力隊は大きな力

歩けないほど手狭です

節約も大変

本町でもこんな災害

図書館

移 住　　
定 住

移 住　　
定 住

生 活
相 談
生 活
相 談

防　災防　災

図 書 館 整 備図 書 館 整 備

住
促
進
を
目
的
の
一
つ
に

上
げ
て
い
る
。
担
当
課
は

こ
れ
ま
で
を
検
証
し
、
任

期
後
の
隊
員
の
生
業
に
繋

が
る
取
り
組
み
へ
の
支

援
、
指
導
を
す
べ
き
で
あ

る
。

　赴
任
隊
員
に
定

住
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

は
掛
け
ら
れ
な
い
が
、
連

携
を
図
り
使
命
を
果
た
す

た
め
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て

い
き
た
い
。

町
長

い
、
地
域
の
活
性
化
な
ど

の
調
査
、
研
究
目
的
の
学

生
が
宿
泊
し
た
の
は
な
ぜ

か
。要
網
を
精
査
す
べ
き

だ
が
ど
う
か
。

　移
住
希
望
者
と

調
査
目
的
の
利
用

は
分
け
て
要
網
を
ま
と
め

た
い
。

町
長

町
に
お
い
て
も
集
落
の
裏

山
の
危
険
箇
所
が
あ
る
の

か
。ま
た
周
知
は
ど
う
か
。

　箇
所
は
325
世
帯

あ
る
。
周
知
は
、

危
機
管
理
専
門
員
や
自
主

防
災
組
織
で
知
ら
せ
、
避

難
に
つ
い
て
も
相
互
理
解

を
深
め
て
い
る
。

町
長
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べ
き
で
な
い
か
。

　隊
員
の
な
か
に

は
、
定
住
を
希
望

問
定
住
対
策
を

　
　
　
　促
進
せ
よ

石
川
　
　保 

委
員

す
る
人
も
お
り
、
人
と
の

繋
が
り
を
重
視
し
、
支
援

策
を
検
討
し
た
い
。

町
長

※ 地域おこし協力隊　おおむね１年以上３年以下の期間で、地方自治体の委嘱を受け、地域で生活し
　　　　　　　　　　 地域協力活動を行う報酬等は総務省から交付税措置されます。

　
地
域
お
こ
し
協

力
隊
は
、
新
た
に

４
人
募
集
し
10
人
と
な

り
、
こ
の
う
ち
２
人
が
任

期
終
了
で
、
８
人
が
活
動

を
行
う
。
前
任
者
２
人
は

定
住
に
到
ら
ず
、
新
た
に

隊
員
を
迎
え
る
予
定
で
あ

る
。
こ
の
国
の
事
業
は
、

若
者
の
地
方
へ
の
移
住
定

問 地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

　
　
　
　定
住
支
援
を

上
野
　幸
美 

委
員

※

の
相
談
と
ど
う
違
う
の

か
。

　一
次
的
な
相
談

支
援
と
し
て
生
活

困
窮
者
等
か
ら
の
相
談
に

応
じ
、
必
要
な
情
報
の
提

供
及
び
助
言
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
早
期
か
つ
包
括

的
な
支
援
体
制
を
構
築
す

る
も
の
で
あ
る
。

町
長

　
昨
年
７
月
の
豪

雨
で
は
土
砂
で
多

く
の
犠
牲
者
が
出
た
。本

問
危
険
箇
所
を
周
知
せ
よ

石
川
　武
利 

委
員

ランキングは大きな発信力

協力隊は大きな力

歩けないほど手狭です

節約も大変

本町でもこんな災害

図書館

移 住　　
定 住

移 住　　
定 住

生 活
相 談
生 活
相 談

防　災防　災

図 書 館 整 備図 書 館 整 備

住
促
進
を
目
的
の
一
つ
に

上
げ
て
い
る
。
担
当
課
は

こ
れ
ま
で
を
検
証
し
、
任

期
後
の
隊
員
の
生
業
に
繋

が
る
取
り
組
み
へ
の
支

援
、
指
導
を
す
べ
き
で
あ

る
。

　赴
任
隊
員
に
定

住
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

は
掛
け
ら
れ
な
い
が
、
連

携
を
図
り
使
命
を
果
た
す

た
め
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て

い
き
た
い
。

町
長

い
、
地
域
の
活
性
化
な
ど

の
調
査
、
研
究
目
的
の
学

生
が
宿
泊
し
た
の
は
な
ぜ

か
。要
網
を
精
査
す
べ
き

だ
が
ど
う
か
。

　移
住
希
望
者
と

調
査
目
的
の
利
用

は
分
け
て
要
網
を
ま
と
め

た
い
。

町
長

町
に
お
い
て
も
集
落
の
裏

山
の
危
険
箇
所
が
あ
る
の

か
。ま
た
周
知
は
ど
う
か
。

　箇
所
は
325
世
帯

あ
る
。
周
知
は
、

危
機
管
理
専
門
員
や
自
主

防
災
組
織
で
知
ら
せ
、
避

難
に
つ
い
て
も
相
互
理
解

を
深
め
て
い
る
。

町
長
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会
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予
算
特
別
委
員
会

予
算
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別
委
員
会

産業建設
部 門
産業建設
部 門

　
平
成
31
年
度
の

北
月
山
荘
の
運
営

は
、
12
月
か
ら
来
年
の
３

月
ま
で
の
冬
期
間
を
休
業

と
し
て
い
る
。そ
の
た
め
、

収
支
は
８
箇
月
間
の
入

浴
、
宿
泊
の
使
用
料
は
754

万
円
に
対
し
て
、
支
出
、

管
理
費
は
地
域
お
こ
し
協

力
隊
も
含
め
約
3
千
240
万

円
で
あ
る
。
事
業
と
し
て

成
り
立
っ
て
い
な
い
現
実

を
直
視
し
、
山
小
屋
風
の

ロ
ッ
ジ
に
す
る
と
か
事
業

内
容
を
見
直
す
べ
き
で
あ

る
。

　
北
月
山
荘
は
、

庄
内
町
の
観
光
と

食
の
中
心
で
あ
り
、
運
営

ス
タ
ッ
フ
と
改
善
策
を
検

討
中
で
あ
り
、
一
気
に
改

善
は
で
き
な
い
が
、
閉
鎖

は
考
え
て
い
な
い
。

問
い
つ
ま
で
続
く
の
か

　
　
　赤
字
経
営
は

五
十
嵐
啓
一 

委
員

町
長

　
小
出
沼
農
村
公

園
ひ
ま
わ
り
橋
改

修
工
事
の
着
工
完
成
年
月

日
及
び
イ
ベ
ン
ト
企
画
と

花
の
植
栽
、
遊
歩
道
の
整

備
は
ど
う
か
。

　
橋
は
、
２
０
１

９
年
５
月
着
工
、

９
月
完
成
の
予
定
。
今
の

と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い

が
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
検
討

し
た
い
。

問 ひ
ま
わ
り
橋

　
　改
修
に
つ
い
て

石
川
　武
利 

委
員

町
長

　
農
業
費
12
･
3

億
円
な
の
に
水
産

業
費
は
55
万
円
し
か
な

い
。
本
町
の
他
に
な
い
財

産
と
し
て
、
立
谷
沢
川
の

清
流
が
あ
る
。
町
財
政
が

硬
直
化
し
た
現
状
を
打
開

問 水
産
業
を
振
興
せ
よ

長
堀
　幸
朗 

委
員

　
連
作
障
害
対
策

支
援
事
業
補
助
金

の
な
か
に
、
堆
肥
セ
ン

タ
ー
跡
地
で
連
作
障
害
に

効
果
の
あ
る
堆
肥
作
り
で

問
連
作
障
害

　
　
　対
策
を
急
げ

阿
部
　利
勝 

委
員

●
建
設
課

●
農
林
課

●
商
工
観
光
課

●
企
業
課

●
農
業
委
員
会

特別会計・
　企業会計
特別会計・
　企業会計

●
国
民
健
康
保
険

　
　
　 

特
別
会
計
予
算

●
介
護
保
険

　
　
　 

特
別
会
計
予
算

●
風
力
発
電
事
業

　
　
　 

特
別
会
計
予
算

●
水
道
事
業
会
計

●
下
水
道
事
業
会
計

●
ガ
ス
事
業
会
計

特
別
会
計

企
業
会
計

す
る
に
は
、
こ
れ
を
有
効

活
用
す
る
こ
と
が
使
命

だ
。
町
役
場
主
導
で
、
国

の
総
額
何
億
円
の
補
助
金

事
業
に
参
画
す
る
。
例
え

ば
岡
山
理
科
大
の
マ
グ
ロ

淡
水
養
殖
は
ど
う
か
。
Na

と
Ｋ
添
加
の
好
適
環
境
水

や
、
海
水
と
淡
水
を
混
ぜ

た
汽
水
を
使
用
す
る
。
ろ

過
殺
菌
し
て
か
ら
循
環
さ

せ
る
。

　
専
業
者
が
判

断
す
る
こ
と
で

あ
る
。

町
長

利
用
し
た
い
と
の
要
望
が

あ
る
が
、
跡
地
で
の
利
活

用
は
含
ま
れ
て
い
る
か
。

　
利
用
し
た
い
団

体
が
複
数
あ
る
た

め
、
公
募
す
る
方
向
で
検

討
す
る
。

町
長

質
問
全
項
目

※

事
前
通
告
書
の
ま
ま

　
掲
載
し
て
い
ま
す
。

工
藤
　範
子 

委
員

　
○
国
保
税
に
つ
い
て

　
○
ガ
ス
の
売
上
げ
に
つ

い
て

　
○
水
道
事
業
の
広
域
化

に
つ
い
て

　
○
下
水
道
事
業
の
償
還

計
画
に
つ
い
て

石
川
　
　保 

委
員

　
○
下
水
道
事
業
計
画
　
他
会
計
か
ら
の
補
助
金
に
つ
い
て

澁
谷
　勇
悦 

委
員

　
○
20
節
扶
助
費
（
介
護
保
険
特
別
会
計
）

長
堀
　幸
朗 

委
員

　
○
総
務
費
前
々
年
３
千
222
万
３
千
円
↓
前
年
３
千
366
万
３

千
円
↓
２
千
862
万
円
と
144
万
円
増
、
504
万
円
減
と
変
動

し
て
い
る
理
由

　
○
新
設
包
括
的
支
援
事
業
、
任
意
事
業
費
は
４
千
700
万
円

と
高
額
。
こ
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
し
て
ほ
し
い

加
藤
　將
展 

委
員

　
○
浄
水
設
備
の
水
源
の
確
保
に
つ
い
て

つかまえたぞ 冬を楽しんでいます立谷沢川

利活用できるか 堆肥センター

観 光 施 設観 光 施 設

小 出 沼小 出 沼

農 業農 業

水 産水 産

　特別会計、企業会計に
ついては、５人の委員が計
９項目を質問しています。
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平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、収
入
、支
出
そ
れ
ぞ
れ
4
億
891
万
9
千
円

を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

　
主
な
増
加
要
因
は
、
小
学
校
、
中
学
校
、
幼
稚
園
空
調
設
備
工
事
で
合
計
1
億
5

千
75
万
8
千
円
、除
雪
作
業
委
託
料
の
追
加
5
千
200
万
円
、南
野
5
号
線
改
良
舗
装

工
事
の
追
加
330
万
円
等
で
す
。

　
債
務
負
担
行
為
補
正
は
、
農
業
競
争
力
強
化
利
子
助
成
事
業
が
平
成
40
年
度
ま

で
融
資
残
高
に
対
し
て
、2
・
0
％
以
内
の
額
と
し
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
の
夏
は
、
近

年
ま
れ
に
見
る
猛
暑
と
な

り
、
全
国
的
に
学
校
施
設

へ
の
空
調
設
備
の
設
置
、

ま
た
運
用
に
つ
い
て
問
題

と
な
り
ま
し
た
。
授
業
中

に
校
内
外
問
わ
ず
体
調
を

崩
す
児
童
、
生
徒
が
多
数

出
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
本
町
も
例
外
で
は
な

く
、
定
例
会
の
一
般
質
問

な
ど
で
も
取
り
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　
今
回
の
補
正
予
算
で
は

国
か
ら
の
補
助
金
を
活
用

し
、
小
学
校
9
千
140
万
3

千
円
、
中
学
校
3
千
991
万

9
千
円
、
幼
稚
園
1
千
943

万
6
千
円
で
、
普
通
教
室

に
空
調
設
備
が
設
置
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
園
児
お
よ
び
、

児
童
、
生
徒
の
健
康
管
理

に
お
お
い
に
役
立
つ
と
と

も
に
保
護
者
の
安
心
に
も

平成30年度

補正
予算

除雪作業
委託料

5千200万円

南野5号線
改良舗装工事
330万円（追加）

洪水ハザード
マップ作成
172万8千円

学校施設に空調設置 一般会計予算討論

小学校・中学校・幼稚園
町民のために〝なる〟〝ならない〟

賛
成
多
数
で
可
決

つ
な
が
り
ま
す
。

　
盛
夏
に
な
る
前
の
6
月

中
に
設
置
が
完
了
す
る
見

込
み
で
す
。

今年の夏から快適空間

　
今
シ
ー
ズ
ン
は
暖
冬
傾

向
で
、
特
に
余
目
地
区
で

は
、
一
時
期
を
除
き
、
降

雪
量
は
少
な
め
で
推
移
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
南
部

は
降
雪
量
が
平
年
並
み
と

な
り
、
除
雪
作
業
も
豪
雪

で
は
な
い
も
の
の
、
規
定

の
積
雪
を
超
え
る
日
が
多

く
あ
り
、
補
正
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
無
駄
や
惰
性
を
な
く
し

継
続
的
に
本
町
の
財
政
基

盤
を
安
定
さ
せ
、
多
く
の

町
民
の
生
活
と
、
住
ん
で

よ
か
っ
た
と
喜
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
に
、
議
員
と

し
て
の
職
務
を
全
う
す
る

た
め
、
次
の
事
を
申
し
述

べ
反
対
討
論
と
す
る
。

　
１
点
目
は
31
年
度
の
北

月
山
荘
事
業
は
745
万
円
の

収
入
を
得
る
た
め
に
、
3

千
200
万
円
の
経
費
を
要
す

設
置
ま
で
の
経
緯

役
割
を
果
た
し
た
事
業
は

廃
止
せ
よ

財
政
指
標
を
守
れ

　
　
　 借
金
を
増
や
す
な

未
来
に
向
け
た

予
算
執
行
に
期
待
し
て

南
部
は
平
年
並
み

　
南
野
に
建
設
予
定
の
子

育
て
応
援
住
宅
に
関
連

し
、
入
居
者
の
利
便
性
を

考
慮
し
、
整
備
を
進
め
る

も
の
で
す
。

　
0
・
5
ｍ
以
上
の
浸
水

が
想
定
さ
れ
る
地
域
を

表
し
、7
千
400
枚
を
作
成
、

全
戸
に
配
布
さ
れ
ま
す
。

子
育
て
応
援
住
宅
と

　
　
　
　
　
　関
連

る
。
温
泉
事
業
は
止
め
る

べ
き
で
あ
る
。

　
2
点
目
は
風
車
村
セ
ン

タ
ー
屋
根
等
調
査
業
務
委

託
料
約
2
千
万
円
計
上
さ

れ
た
。
ウ
イ
ン
ド
ー
ム
の

屋
根
調
査
委
託
後
に
は
、

修
繕
の
設
計
、
そ
の
後
に

本
工
事
が
実
施
さ
れ
、
想

像
以
上
の
改
修
費
が
必

要
に
な
る
。
鉄
塔
の
撤
去

に
伴
い
、
休
館
も
視
野
に

入
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
3
点
目
は
南
野
児
童
公

園
整
備
事
業
で
す
。
こ
の

事
業
は
子
育
て
支
援
住
宅

事
業
と
セ
ッ
ト
で
事
業
化

さ
れ
る
べ
き
も
の
で
、
子

育
て
支
援
住
宅
建
設
事
業

は
30
年
度
に
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
を
行
っ
た
が
、
事
業
者

が
な
く
事
業
の
実
施
が
出

来
な
か
っ
た
。
こ
の
事
業

は
白
紙
に
戻
す
べ
き
で
あ

る
。

　
平
成
31
年
度
の
予
算
は

過
去
最
大
で
あ
る
が
、
財

政
指
標
は
、
こ
れ
ま
で
に

な
い
悪
い
指
標
で
あ
る
。

　
一
般
会
計
の
31
年
度
末

起
債
残
高
（
借
金
）
は
、

155
億
2
千
400
万
で
、
30
年

度
よ
り
減
額
は
、
借
金
の

先
送
り
で
後
の
事
業
に
影

響
を
与
え
る
。
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
経
常
収
支

比
率
は
記
載
が
無
く
、
財

政
構
造
の
弾
力
性
が
わ
か

ら
な
い
。

　
普
通
交
付
税
は
30
年
度

42
億
3
千
万
、
31
年
度
は

3
千
万
の
減
、
基
準
財
政

需
要
額
を
表
す
人
口
を
い

か
に
増
や
す
か
で
あ
る
。

大
型
事
業
を
控
え
、
身
の

丈
に
合
っ
た
財
政
運
営
を

す
べ
き
で
あ
る
。

　
公
債
費
（
借
金
）
負
担

比
率
は
31
年
度
18
・
8
％

で
警
戒
ラ
イ
ン
を
超
え
て

い
る
。
健
全
化
判
断
基
準

は
適
正
な
運
営
と
の
こ
と

だ
が
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
か
ら
見
る
と
、
危
険
な

財
政
運
営
で
あ
り
、
比
率

は
守
る
べ
き
で
あ
る
。
財

政
見
通
し
は
数
年
先
ま
で

中
期
的
な
財
政
計
画
に
す

べ
き
で
あ
る
。
町
民
の
福

祉
、
健
康
、
産
業
振
興
予

算
を
い
か
に
確
保
す
る
か

で
あ
る
。
住
民
福
祉
向
上

の
観
点
が
欠
け
て
い
る
。

　
平
成
31
年
度
一
般
会
計

予
算
の
総
額
は
135
億
7
千

900
万
円
と
過
去
最
高
額
と

な
っ
た
。反
面
、合
併
の
特

典
は
終
わ
り
が
近
づ
き
、

交
付
税
額
も
大
幅
に
減
る
。

こ
の
減
額
を
補
う
の
は
貯

金
の
取
り
崩
し
で
あ
る
。

　
収
入
が
減
額
傾
向
に
あ

る
中
、
相
変
わ
ら
ず
箱
物

は
バ
ブ
ル
で
あ
る
。

　
図
書
館
建
設
が
当
初
5

億
円
ぐ
ら
い
の
予
定
が
現

在
は
2
倍
の
10
億
円
。
し

か
し
、
今
後
圧
縮
し
た
い

と
す
る
担
当
課
の
対
応
に

期
待
し
た
い
。

　
ま
た
、
今
後
の
予
定
と

し
て
突
如
出
て
き
た
武
道

館
が
4
億
円
と
の
こ
と
。

　
平
成
31
年
度
予
算
は
役

場
新
庁
舎
改
築
の
一
番
大

き
な
経
費
が
入
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
一
定
理
解
は
す

る
が
、
近
い
将
来
1
万
5

千
人
前
後
と
な
る
本
町
の

身
の
丈
に
合
っ
た
規
模
と

す
る
べ
き
だ
。

　
以
上
を
討
論
と
し
、
そ

の
内
容
は
限
り
な
く
反
対

討
論
の
よ
う
に
な
っ
た
が

今
後
、
持
続
可
能
な
庄
内

町
の
未
来
に
向
け
た
予
算

執
行
に
期
待
し
、
そ
の
是

非
の
判
断
は
是
と
す
る
。

反
対
し
た
議
員

工
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　範
　子

五
十
嵐
　啓
　一

賛
成
し
た
議
員
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　川
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（議席番号順）

賛成 反対

※

※シミュレーション：町の財政状況の推移と今後の傾向を予測した財政シミュレーションのこと。

五十嵐啓一

工藤範子

小野一晴
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平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、収
入
、支
出
そ
れ
ぞ
れ
4
億
891
万
9
千
円

を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

　
主
な
増
加
要
因
は
、
小
学
校
、
中
学
校
、
幼
稚
園
空
調
設
備
工
事
で
合
計
1
億
5

千
75
万
8
千
円
、除
雪
作
業
委
託
料
の
追
加
5
千
200
万
円
、南
野
5
号
線
改
良
舗
装

工
事
の
追
加
330
万
円
等
で
す
。

　
債
務
負
担
行
為
補
正
は
、
農
業
競
争
力
強
化
利
子
助
成
事
業
が
平
成
40
年
度
ま

で
融
資
残
高
に
対
し
て
、2
・
0
％
以
内
の
額
と
し
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
の
夏
は
、
近

年
ま
れ
に
見
る
猛
暑
と
な

り
、
全
国
的
に
学
校
施
設

へ
の
空
調
設
備
の
設
置
、

ま
た
運
用
に
つ
い
て
問
題

と
な
り
ま
し
た
。
授
業
中

に
校
内
外
問
わ
ず
体
調
を

崩
す
児
童
、
生
徒
が
多
数

出
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
本
町
も
例
外
で
は
な

く
、
定
例
会
の
一
般
質
問

な
ど
で
も
取
り
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　
今
回
の
補
正
予
算
で
は

国
か
ら
の
補
助
金
を
活
用

し
、
小
学
校
9
千
140
万
3

千
円
、
中
学
校
3
千
991
万

9
千
円
、
幼
稚
園
1
千
943

万
6
千
円
で
、
普
通
教
室

に
空
調
設
備
が
設
置
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
園
児
お
よ
び
、

児
童
、
生
徒
の
健
康
管
理

に
お
お
い
に
役
立
つ
と
と

も
に
保
護
者
の
安
心
に
も

平成30年度

補正
予算

除雪作業
委託料

5千200万円

南野5号線
改良舗装工事
330万円（追加）

洪水ハザード
マップ作成
172万8千円

学校施設に空調設置 一般会計予算討論

小学校・中学校・幼稚園
町民のために〝なる〟〝ならない〟

賛
成
多
数
で
可
決

つ
な
が
り
ま
す
。

　
盛
夏
に
な
る
前
の
6
月

中
に
設
置
が
完
了
す
る
見

込
み
で
す
。

今年の夏から快適空間

　
今
シ
ー
ズ
ン
は
暖
冬
傾

向
で
、
特
に
余
目
地
区
で

は
、
一
時
期
を
除
き
、
降

雪
量
は
少
な
め
で
推
移
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
南
部

は
降
雪
量
が
平
年
並
み
と

な
り
、
除
雪
作
業
も
豪
雪

で
は
な
い
も
の
の
、
規
定

の
積
雪
を
超
え
る
日
が
多

く
あ
り
、
補
正
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
無
駄
や
惰
性
を
な
く
し

継
続
的
に
本
町
の
財
政
基

盤
を
安
定
さ
せ
、
多
く
の

町
民
の
生
活
と
、
住
ん
で

よ
か
っ
た
と
喜
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
に
、
議
員
と

し
て
の
職
務
を
全
う
す
る

た
め
、
次
の
事
を
申
し
述

べ
反
対
討
論
と
す
る
。

　
１
点
目
は
31
年
度
の
北

月
山
荘
事
業
は
745
万
円
の

収
入
を
得
る
た
め
に
、
3

千
200
万
円
の
経
費
を
要
す

設
置
ま
で
の
経
緯

役
割
を
果
た
し
た
事
業
は

廃
止
せ
よ

財
政
指
標
を
守
れ

　
　
　 借
金
を
増
や
す
な

未
来
に
向
け
た

予
算
執
行
に
期
待
し
て

南
部
は
平
年
並
み

　
南
野
に
建
設
予
定
の
子

育
て
応
援
住
宅
に
関
連

し
、
入
居
者
の
利
便
性
を

考
慮
し
、
整
備
を
進
め
る

も
の
で
す
。

　
0
・
5
ｍ
以
上
の
浸
水

が
想
定
さ
れ
る
地
域
を

表
し
、7
千
400
枚
を
作
成
、

全
戸
に
配
布
さ
れ
ま
す
。

子
育
て
応
援
住
宅
と

　
　
　
　
　
　関
連

る
。
温
泉
事
業
は
止
め
る

べ
き
で
あ
る
。

　
2
点
目
は
風
車
村
セ
ン

タ
ー
屋
根
等
調
査
業
務
委

託
料
約
2
千
万
円
計
上
さ

れ
た
。
ウ
イ
ン
ド
ー
ム
の

屋
根
調
査
委
託
後
に
は
、

修
繕
の
設
計
、
そ
の
後
に

本
工
事
が
実
施
さ
れ
、
想

像
以
上
の
改
修
費
が
必

要
に
な
る
。
鉄
塔
の
撤
去

に
伴
い
、
休
館
も
視
野
に

入
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
3
点
目
は
南
野
児
童
公

園
整
備
事
業
で
す
。
こ
の

事
業
は
子
育
て
支
援
住
宅

事
業
と
セ
ッ
ト
で
事
業
化

さ
れ
る
べ
き
も
の
で
、
子

育
て
支
援
住
宅
建
設
事
業

は
30
年
度
に
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
を
行
っ
た
が
、
事
業
者

が
な
く
事
業
の
実
施
が
出

来
な
か
っ
た
。
こ
の
事
業

は
白
紙
に
戻
す
べ
き
で
あ

る
。

　
平
成
31
年
度
の
予
算
は

過
去
最
大
で
あ
る
が
、
財

政
指
標
は
、
こ
れ
ま
で
に

な
い
悪
い
指
標
で
あ
る
。

　
一
般
会
計
の
31
年
度
末

起
債
残
高
（
借
金
）
は
、

155
億
2
千
400
万
で
、
30
年

度
よ
り
減
額
は
、
借
金
の

先
送
り
で
後
の
事
業
に
影

響
を
与
え
る
。
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
経
常
収
支

比
率
は
記
載
が
無
く
、
財

政
構
造
の
弾
力
性
が
わ
か

ら
な
い
。

　
普
通
交
付
税
は
30
年
度

42
億
3
千
万
、
31
年
度
は

3
千
万
の
減
、
基
準
財
政

需
要
額
を
表
す
人
口
を
い

か
に
増
や
す
か
で
あ
る
。

大
型
事
業
を
控
え
、
身
の

丈
に
合
っ
た
財
政
運
営
を

す
べ
き
で
あ
る
。

　
公
債
費
（
借
金
）
負
担

比
率
は
31
年
度
18
・
8
％

で
警
戒
ラ
イ
ン
を
超
え
て

い
る
。
健
全
化
判
断
基
準

は
適
正
な
運
営
と
の
こ
と

だ
が
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
か
ら
見
る
と
、
危
険
な

財
政
運
営
で
あ
り
、
比
率

は
守
る
べ
き
で
あ
る
。
財

政
見
通
し
は
数
年
先
ま
で

中
期
的
な
財
政
計
画
に
す

べ
き
で
あ
る
。
町
民
の
福

祉
、
健
康
、
産
業
振
興
予

算
を
い
か
に
確
保
す
る
か

で
あ
る
。
住
民
福
祉
向
上

の
観
点
が
欠
け
て
い
る
。

　
平
成
31
年
度
一
般
会
計

予
算
の
総
額
は
135
億
7
千

900
万
円
と
過
去
最
高
額
と

な
っ
た
。反
面
、合
併
の
特

典
は
終
わ
り
が
近
づ
き
、

交
付
税
額
も
大
幅
に
減
る
。

こ
の
減
額
を
補
う
の
は
貯

金
の
取
り
崩
し
で
あ
る
。

　
収
入
が
減
額
傾
向
に
あ

る
中
、
相
変
わ
ら
ず
箱
物

は
バ
ブ
ル
で
あ
る
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図
書
館
建
設
が
当
初
5

億
円
ぐ
ら
い
の
予
定
が
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は
2
倍
の
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億
円
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し

か
し
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今
後
圧
縮
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た
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課
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期
待
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た
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ま
た
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今
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定
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突
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出
て
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た
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道
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4
億
円
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こ
と
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平
成
31
年
度
予
算
は
役

場
新
庁
舎
改
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の
一
番
大

き
な
経
費
が
入
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て
い
る

こ
と
か
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一
定
理
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は
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近
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1
万
5

千
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前
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な
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本
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の
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の
丈
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合
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規
模
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す
る
べ
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だ
。
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の
内
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限
り
な
く
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討
論
の
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う
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っ
た
が

今
後
、
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続
可
能
な
庄
内

町
の
未
来
に
向
け
た
予
算

執
行
に
期
待
し
、
そ
の
是

非
の
判
断
は
是
と
す
る
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反
対
し
た
議
員

工
　藤
　範
　子

五
十
嵐
　啓
　一

賛
成
し
た
議
員

石
　川
　武
　利

阿
　部
　利
　勝

長
　堀
　幸
　朗

齋
　藤
　秀
　紀

加
　藤
　將
　展

上
　野
　幸
　美

國
　分
　浩
　実

小
　林
　清
　悟

澁
　谷
　勇
　悦

鎌
　田
　準
　一

小
　野
　一
　晴

石
　川
　
　
　保
（議席番号順）

賛成 反対

※

※シミュレーション：町の財政状況の推移と今後の傾向を予測した財政シミュレーションのこと。

五十嵐啓一

工藤範子

小野一晴
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武
道
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質
問
全
項
目（
●
は
掲
載
項
目
）

※

通
告
書
の
ま
ま
掲
載
し
て
い
ま
す

瀬音にいやされる

　立
谷
沢
川
の
平

成
名
水
百
選
登
録

に
続
き
、北
楯
大
堰
が「
世

界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
」

に
登
録
さ
れ
、
流
域
が
が

ぜ
ん
注
目
を
あ
び
て
い
る
。

こ
の
機
会
に
、
立
谷
沢
公

民
館
近
く
の
右
岸
を
、
子

供
の
親
水
域
、
自
然
の
大

き
な
プ
ー
ル
と
し
て
生
か

す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
他

の
河
川
に
な
い
魅
力
的
な

水
域
と
な
る
。立
谷
沢
川
、

北
楯
大
堰
、
そ
し
て
庄
内

町
の
田
ん
ぼ
を
潤
す
と
い

う
一
連
の
魅
力
を
、ラ
ブ・

リ
バ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と

し
て
立
ち
上
げ
、
県
下
一

の
清
流
物
語
と
し
て
発
信

し
て
は
ど
う
か
。

　
立
谷
沢
川
の
観

光
資
源
に
つ
い
て

は
、
そ
の
流
域
環
境
や
自

然
体
験
で
の
視
点
か
ら
、

限
り
な
い
可
能
性
を
秘
め

て
い
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

　
月
山
山
頂
か
ら
北
月
山

荘
や
森
森
、
そ
し
て
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
た
立
谷
沢
出

張
所
や
タ
チ
ラ
ボ
、
さ
ら

に
今
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン

す
る
清
川
歴
史
公
園
、
そ

れ
ぞ
れ
の
拠
点
を
ど
の
様

に
繋
げ
、
ど
の
様
に
生
か

し
て
い
く
か
が
、
稼
げ
る

観
光
に
重
要
と
な
る
と
考

え
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、

六
淵
ダ
ム
や
砂
防
堰
堤
に

加
え
、
世
界
か
ん
が
い
遺

産
登
録
さ
れ
た
北
楯
大
堰

な
ど
、
一
体
的
な
Ｐ
Ｒ
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

立谷沢川

月
山
か
ら
の
物
語
を
つ
く
れ

総
合
的
に
取
り
組
む

町長

問

町
長

阿部　利勝 議員

北楯大堰

一
般
質
問

一
般
質
問

平成31年4月18日号　第61号 14

みんなで楽しく遊べるね

議案行政組織を見直し行政組織を見直し
一部の課名が変わります一部の課名が変わります

新
庁
舎
完
成
を

　
　
　
　
　見
据
え
て

課
設
置
条
例
の

　
　
　一
部
改
正

主
な
変
更
点

　
　
　変
更
内
容

立
川
地
域

施
設
名
称
変
更

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ム
払
田
が
ス
タ
ー
ト

　
平
成
32
年
度
の
新
庁
舎

完
成
を
見
据
え
て
、
よ
り

よ
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
目

指
し
組
織
の
見
直
し
を
図

り
ま
す
。

　
子
育
て
応
援
課
、
環
境

防
災
課
が
新
た
に
設
置
さ

れ
、情
報
発
信
課
が
、企
画

情
報
課
に
改
め
ら
れ
ま
す
。

•
企
画
情
報
課（
変
更
）

　
情
報
発
信
課
か
ら
課
名

変
更

•
子
育
て
応
援
課（
新
設
）

　
①

　子
育
て
支
援
に
関

す
る
こ
と
。

　
②

　児
童
福
祉
に
関
す

る
こ
と
。

•
環
境
防
災
課（
新
設
）

　
①

　消
防
及
び
防
災
に

関
す
る
こ
と
。

　
②

　防
犯
及
び
交
通
安

全
に
関
す
る
こ
と
。

　
③

　消
費
者
行
政
に
関

す
る
こ
と
。

　
④

　環
境
衛
生
及
び
環

境
対
策
に
関
す
る
こ

と
。

　
⑤

　自
然
保
護
に
関
す

る
こ
と
。

　
⑥

　鳥
獣
の
保
護
及
び

飼
養
に
関
す
る
こ
と
。

　
⑦

　風
力
発
電
及
び
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す

る
こ
と
。

　
上
記
と
併
せ
、
立
川
地

域
の
施
設
名
称
も
変
わ
り

ま
す
。

•
庄
内
町
役
場
立
川
支
所

　
　
　
　
←

　庄
内
町
役
場

　
　
　
　立
川
総
合
支
所

•
庄
内
町
役
場

　
　
　
　清
川
出
張
所

　
　
　
　立
谷
沢
出
張
所

　
　
　
　
←

　
そ
れ
ぞ
れ

　庄
内
町
清
川
出
張
所

　庄
内
町
立
谷
沢
出
張
所

　
　
　
　
　
と
な
り
ま
す
。

　
余
目
第
二
学
区
の
学
童

保
育
施
設
「
ふ
れ
あ
い

ホ
ー
ム
払
田
」が
、余
目
第

二
公
民
館
敷
地
内
に
完
成

し
ま
し
た
。

　
旧
施
設
は
、
築
100
年
以

上
が
経
過
し
、
こ
れ
ま
で

修
繕
し
な
が
ら
使
用
し
て

き
ま
し
た
が
、子
ど
も
た

ち
の
安
心
、
安
全
を
求
め

て
地
域
の
み
な
さ
ん
か
ら

新
た
な
施
設
が
必
要
で
あ

る
と
要
望
が
出
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
４
月
２
日
に
開
所
式
が

行
わ
れ
、
新
学
期
か
ら
通

所
し
ま
す
。
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楯
大
堰

な
ど
、
一
体
的
な
Ｐ
Ｒ
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

立谷沢川

月
山
か
ら
の
物
語
を
つ
く
れ

総
合
的
に
取
り
組
む

町長

問

町
長

阿部　利勝 議員

北楯大堰

一
般
質
問

一
般
質
問
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　市
街
地
で
は
、

宅
地
造
成
な
ど
で

田
畑
が
埋
立
て
ら
れ
、
降

っ
た
雨
を
貯
留
し
た
り
地

下
に
浸
透
さ
せ
る
地
面
が

減
り
、
舗
装
や
コ
ン
ク
リ

ー
ト
土
間
が
増
え
、
降
っ

た
雨
が
排
水
路
に
一
気
に

流
れ
込
み
、
流
下
能
力
を

超
え
て
溢
れ
、
家
屋
に
浸

水
被
害
を
も
た
ら
し
て
い

る
。
降
っ
た
雨
が
排
水
路

に
一
気
に
流
れ
込
む
の
を

防
い
だ
り
、
遅
ら
せ
る
対

策
が
必
要
で
あ
る
。
浸
透

桝
の
設
置
推
進
や
透
水
性

舗
装
の
施
工
促
進
な
ど
の

雨
水
流
出
抑
制
対
策
を
、

補
助
制
度
を
設
け
実
施
し

て
は
ど
う
か
。

　
昨
年
８
月
の
豪

雨
に
よ
る
浸
水

等
、そ
の
雨
量
と
と
も
に
、

排
水
路
の
排
水
能
力
を
超

え
た
こ
と
が
要
因
で
被
害

を
も
た
ら
し
て
い
る
。
ま

た
、
排
水
路
整
備
で
は
、

一
定
の
成
果
は
あ
っ
た
も

の
の
、
流
末
の
排
水
機
場

の
機
能
向
上
対
策
と
の
関

連
な
ど
、
排
水
路
整
備
だ

け
で
は
抜
本
的
な
解
決
に

な
り
得
な
い
と
考
え
る
。

　
こ
れ
ま
で
も
、
雨
水
貯

留
施
設
等
の
提
案
は
受
け

て
い
る
も
の
の
、
調
整
池

等
、
多
額
の
事
業
費
を
要

す
る
た
め
、
取
り
組
ん
で

い
な
い
が
、
浸
透
枡
等
、

雨
水
貯
留
浸
透
対
策
に
つ

い
て
は
、
町
民
を
巻
き
込

ん
だ
形
で
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。

雨水流出
抑制

対
策
を
実
施
せ
よ

町
民
を
巻
き
込
ん
だ
形
で
検
討
す
る

町長

問

町
長

小林　清悟 議員

　南
野
集
落
に
建

設
予
定
の
子
育
て

応
援
住
宅
に
つ
い
て
は
、

設
置
及
び
管
理
条
例
が
昨

年
の
9
月
定
例
会
で
一
旦

は
否
決
さ
れ
た
が
、
条
例

の
内
容
を
一
部
修
正
し
同

12
月
定
例
会
で
可
決
さ

た
。し
か
し
、
1
月
16
日

の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル（
公
募
）

で
の
応
募
は
ゼ
ロ
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
ま
で

提
示
し
て
き
た
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
ど
う
な
る
の
か
。

　プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
応
募
ゼ

ロ
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
変

更
は
、
町
民
の
関
心
も
高

い
た
め
、
て
い
ね
い
な
説

明
を
す
べ
き
だ
が
ど
う
対

応
す
る
の
か
。

　
子
育
て
応
援
住

宅
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
事
業
者
か
ら
の
応

募
が
無
か
っ
た
こ
と
を
受

け
、
再
度
、
公
募
型
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
を
実
施
す
る
方

向
で
検
討
、
調
整
を
行
っ

て
い
る
。さ
ら
に
完
成
、

入
居
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
、
来
年
４
月
の
入
学

に
間
に
合
う
よ
う
に
進
め

た
い
と
考
え
て
お
り
、
可

能
で
あ
れ
ば
冬
期
間
の
工

事
を
避
け
、
12
月
ま
で
の

完
成
を
目
指
し
検
討
を
加

え
て
い
る
。

　
ま
た
、
応
募
が
無
か
っ

た
状
況
に
つ
い
て
は
、
推

測
の
域
は
超
え
ら
れ
な
い

が
、
当
時
、
金
融
機
関
の

問
題
や
企
業
の
決
算
関
係

が
影
響
し
て
い
る
の
で
は

と
考
え
て
い
る
。

子育て
応援住宅

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示
せ

来
年
４
月
の
完
成
を
目
指
す

町長

問

町
長

國分　浩実 議員

介護は重労働

いまごろできていたはずなのに

　介
護
施
設
入
居

で
き
な
い
人
が
多

く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
結

果
、
家
族
に
よ
る
在
宅
介

護
も
増
加
し
て
い
る
。
ま

た
、
介
護
施
設
入
居
希
望

者
が
す
べ
て
入
居
す
る
こ

と
に
な
れ
ば
、
介
護
保
険

料
は
膨
大
な
額
に
な
る
こ

と
は
予
想
さ
れ
る
。
逆
の

見
方
を
す
れ
ば
在
宅
介
護

す
る
こ
と
で
介
護
保
険
料

の
抑
制
に
つ
な
が
る
。
　

　高
齢
化
社
会
に
対
応

し
、
介
護
保
険
制
度
の
維

持
を
図
る
た
め
、
在
宅
介

護
支
援
金
の
制
度
化
を
図

る
べ
き
で
な
い
か
。ま
た
、

地
域
で
支
援
で
き
る
制
度

を
確
立
で
き
な
い
か
。

　
在
宅
介
護
支
援

金
の
制
度
化
に
つ

い
て
は
、
既
に
家
族
介
護

慰
労
金
支
給
制
度
と
し

て
、
諸
条
件
を
満
た
し
た

う
え
で
、
90
日
の
介
護
期

間
に
つ
き
６
万
円
を
支
給

す
る
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。
現
在
、
介
護
予
防
に

力
を
注
い
で
い
る
状
況
で

は
あ
る
が
、
家
族
の
介
護

支
援
施
策
に
も
検
討
を
加

え
て
行
き
た
い
。

　
ま
た
、
地
域
と
と
も
に

支
え
る
取
り
組
み
と
し

て
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
生

活
支
援
の
担
い
手
養
講
座

や
サ
ー
ビ
ス
開
発
、
さ
ら

に
は
関
係
者
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ
く
り
な
ど
、
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

在宅
介護者へ

支
援
の
制
度
化
を
図
れ

家
族
の
介
護
支
援
も
検
討
す
る

町長

問

町
長

五十嵐啓一 議員

子どもを守れ

　虐
待
を
含
む
要

保
護
児
童
等
の
数

が
増
加
し
て
い
る
が
そ
の

後
の
見
守
り
も
含
め
ど
う

取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

　児
童
虐
待
死
亡
事
例
の

4
割
強
は
0
歳
児
で
あ
る
。

養
育
支
援
訪
問
事
業
は
、

虐
待
の
早
期
発
見
、
発
生

防
止
が
重
要
で
あ
る
。
欠

席
健
診
者
、
定
期
健
診
の

空
白
期
間
な
ど
子
、
親
へ

の
き
め
細
か
な
対
応
は
ど

う
実
施
し
て
い
る
の
か
。

　関
係
機
関
の
連
携
は
も

と
よ
り
、「
し
つ
け
」
等

の
共
通
認
識
を
持
つ
べ
き

事
項
を
学
び
合
う
「
教
育

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し

て
は
ど
う
か
。

　
虐
待
等
の
事
案

に
係
る
連
携
や
支

援
体
制
に
つ
い
て
は
、
要

保
護
児
童
対
策
地
域
協
議

会
を
設
置
し
な
が
ら
、
情

報
交
換
や
支
援
方
法
を
協

議
、
調
整
す
る
な
ど
、
子

ど
も
達
の
最
善
の
利
益
実

現
に
向
け
て
対
応
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
き
め
細
や

か
な
対
応
に
つ
い
て
は
、

妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
期

の
相
談
業
務
を
、
支
援
セ

ン
タ
ー
に
加
え
、
幼
稚
園

や
保
育
園
で
も
取
り
組
む

な
ど
、
体
制
の
強
化
を
図

っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
し
つ
け
等
の
共

通
認
識
に
つ
い
て
は
、
学

校
の
み
な
ら
ず
色
々
な
機

関
と
連
携
し
つ
つ
、
役
割

分
担
と
方
向
性
を
明
確
に

し
な
が
ら
、
学
ぶ
機
会
を

創
出
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

虐待防止

ど
う
取
り
組
む
の
か

体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い
る

町長

問

町
長

上野　幸美 議員

※

※養育支援訪問事業：特に養育のために支援が必要とされる家庭に訪問し指導等を行う事業

ま
す

ま
す
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　市
街
地
で
は
、

宅
地
造
成
な
ど
で

田
畑
が
埋
立
て
ら
れ
、
降

っ
た
雨
を
貯
留
し
た
り
地

下
に
浸
透
さ
せ
る
地
面
が

減
り
、
舗
装
や
コ
ン
ク
リ

ー
ト
土
間
が
増
え
、
降
っ

た
雨
が
排
水
路
に
一
気
に

流
れ
込
み
、
流
下
能
力
を

超
え
て
溢
れ
、
家
屋
に
浸

水
被
害
を
も
た
ら
し
て
い

る
。
降
っ
た
雨
が
排
水
路

に
一
気
に
流
れ
込
む
の
を

防
い
だ
り
、
遅
ら
せ
る
対

策
が
必
要
で
あ
る
。
浸
透

桝
の
設
置
推
進
や
透
水
性

舗
装
の
施
工
促
進
な
ど
の

雨
水
流
出
抑
制
対
策
を
、

補
助
制
度
を
設
け
実
施
し

て
は
ど
う
か
。

　
昨
年
８
月
の
豪

雨
に
よ
る
浸
水

等
、そ
の
雨
量
と
と
も
に
、

排
水
路
の
排
水
能
力
を
超

え
た
こ
と
が
要
因
で
被
害

を
も
た
ら
し
て
い
る
。
ま

た
、
排
水
路
整
備
で
は
、

一
定
の
成
果
は
あ
っ
た
も

の
の
、
流
末
の
排
水
機
場

の
機
能
向
上
対
策
と
の
関

連
な
ど
、
排
水
路
整
備
だ

け
で
は
抜
本
的
な
解
決
に

な
り
得
な
い
と
考
え
る
。

　
こ
れ
ま
で
も
、
雨
水
貯

留
施
設
等
の
提
案
は
受
け

て
い
る
も
の
の
、
調
整
池

等
、
多
額
の
事
業
費
を
要

す
る
た
め
、
取
り
組
ん
で

い
な
い
が
、
浸
透
枡
等
、

雨
水
貯
留
浸
透
対
策
に
つ

い
て
は
、
町
民
を
巻
き
込

ん
だ
形
で
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。

雨水流出
抑制

対
策
を
実
施
せ
よ

町
民
を
巻
き
込
ん
だ
形
で
検
討
す
る

町長

問

町
長

小林　清悟 議員

　南
野
集
落
に
建

設
予
定
の
子
育
て

応
援
住
宅
に
つ
い
て
は
、

設
置
及
び
管
理
条
例
が
昨

年
の
9
月
定
例
会
で
一
旦

は
否
決
さ
れ
た
が
、
条
例

の
内
容
を
一
部
修
正
し
同

12
月
定
例
会
で
可
決
さ

た
。し
か
し
、
1
月
16
日

の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル（
公
募
）

で
の
応
募
は
ゼ
ロ
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
ま
で

提
示
し
て
き
た
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
ど
う
な
る
の
か
。

　プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
応
募
ゼ

ロ
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
変

更
は
、
町
民
の
関
心
も
高

い
た
め
、
て
い
ね
い
な
説

明
を
す
べ
き
だ
が
ど
う
対

応
す
る
の
か
。

　
子
育
て
応
援
住

宅
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
事
業
者
か
ら
の
応

募
が
無
か
っ
た
こ
と
を
受

け
、
再
度
、
公
募
型
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
を
実
施
す
る
方

向
で
検
討
、
調
整
を
行
っ

て
い
る
。さ
ら
に
完
成
、

入
居
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
、
来
年
４
月
の
入
学

に
間
に
合
う
よ
う
に
進
め

た
い
と
考
え
て
お
り
、
可

能
で
あ
れ
ば
冬
期
間
の
工

事
を
避
け
、
12
月
ま
で
の

完
成
を
目
指
し
検
討
を
加

え
て
い
る
。

　
ま
た
、
応
募
が
無
か
っ

た
状
況
に
つ
い
て
は
、
推

測
の
域
は
超
え
ら
れ
な
い

が
、
当
時
、
金
融
機
関
の

問
題
や
企
業
の
決
算
関
係

が
影
響
し
て
い
る
の
で
は

と
考
え
て
い
る
。

子育て
応援住宅

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示
せ

来
年
４
月
の
完
成
を
目
指
す

町長

問

町
長

國分　浩実 議員

介護は重労働

いまごろできていたはずなのに

　介
護
施
設
入
居

で
き
な
い
人
が
多

く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
結

果
、
家
族
に
よ
る
在
宅
介

護
も
増
加
し
て
い
る
。
ま

た
、
介
護
施
設
入
居
希
望

者
が
す
べ
て
入
居
す
る
こ

と
に
な
れ
ば
、
介
護
保
険

料
は
膨
大
な
額
に
な
る
こ

と
は
予
想
さ
れ
る
。
逆
の

見
方
を
す
れ
ば
在
宅
介
護

す
る
こ
と
で
介
護
保
険
料

の
抑
制
に
つ
な
が
る
。
　

　高
齢
化
社
会
に
対
応

し
、
介
護
保
険
制
度
の
維

持
を
図
る
た
め
、
在
宅
介

護
支
援
金
の
制
度
化
を
図

る
べ
き
で
な
い
か
。ま
た
、

地
域
で
支
援
で
き
る
制
度

を
確
立
で
き
な
い
か
。

　
在
宅
介
護
支
援

金
の
制
度
化
に
つ

い
て
は
、
既
に
家
族
介
護

慰
労
金
支
給
制
度
と
し

て
、
諸
条
件
を
満
た
し
た

う
え
で
、
90
日
の
介
護
期

間
に
つ
き
６
万
円
を
支
給

す
る
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。
現
在
、
介
護
予
防
に

力
を
注
い
で
い
る
状
況
で

は
あ
る
が
、
家
族
の
介
護

支
援
施
策
に
も
検
討
を
加

え
て
行
き
た
い
。

　
ま
た
、
地
域
と
と
も
に

支
え
る
取
り
組
み
と
し

て
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
生

活
支
援
の
担
い
手
養
講
座

や
サ
ー
ビ
ス
開
発
、
さ
ら

に
は
関
係
者
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ
く
り
な
ど
、
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

在宅
介護者へ

支
援
の
制
度
化
を
図
れ

家
族
の
介
護
支
援
も
検
討
す
る

町長

問

町
長

五十嵐啓一 議員

子どもを守れ

　虐
待
を
含
む
要

保
護
児
童
等
の
数

が
増
加
し
て
い
る
が
そ
の

後
の
見
守
り
も
含
め
ど
う

取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

　児
童
虐
待
死
亡
事
例
の

4
割
強
は
0
歳
児
で
あ
る
。

養
育
支
援
訪
問
事
業
は
、

虐
待
の
早
期
発
見
、
発
生

防
止
が
重
要
で
あ
る
。
欠

席
健
診
者
、
定
期
健
診
の

空
白
期
間
な
ど
子
、
親
へ

の
き
め
細
か
な
対
応
は
ど

う
実
施
し
て
い
る
の
か
。

　関
係
機
関
の
連
携
は
も

と
よ
り
、「
し
つ
け
」
等

の
共
通
認
識
を
持
つ
べ
き

事
項
を
学
び
合
う
「
教
育

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し

て
は
ど
う
か
。

　
虐
待
等
の
事
案

に
係
る
連
携
や
支

援
体
制
に
つ
い
て
は
、
要

保
護
児
童
対
策
地
域
協
議

会
を
設
置
し
な
が
ら
、
情

報
交
換
や
支
援
方
法
を
協

議
、
調
整
す
る
な
ど
、
子

ど
も
達
の
最
善
の
利
益
実

現
に
向
け
て
対
応
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
き
め
細
や

か
な
対
応
に
つ
い
て
は
、

妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
期

の
相
談
業
務
を
、
支
援
セ

ン
タ
ー
に
加
え
、
幼
稚
園

や
保
育
園
で
も
取
り
組
む

な
ど
、
体
制
の
強
化
を
図

っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
し
つ
け
等
の
共

通
認
識
に
つ
い
て
は
、
学

校
の
み
な
ら
ず
色
々
な
機

関
と
連
携
し
つ
つ
、
役
割

分
担
と
方
向
性
を
明
確
に

し
な
が
ら
、
学
ぶ
機
会
を

創
出
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

虐待防止

ど
う
取
り
組
む
の
か

体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い
る

町長

問

町
長

上野　幸美 議員

※

※養育支援訪問事業：特に養育のために支援が必要とされる家庭に訪問し指導等を行う事業

ま
す

ま
す
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　町
長
は
、
町
湯

建
設
に
際
し
、
1

日
350
人
超
の
入
場
者
で
、

赤
字
は
な
い
と
し
て
き
た

が
、
今
も
赤
字
は
拡
大
傾

向
に
あ
る
。
町
長
は
経
営

判
断
原
則
に
お
い
て
、
善

管
注
意
義
務
を
尽
く
し
て

き
た
の
か
。
今
回
、
補
助

金
が
交
付
さ
れ
る
が
、
む

し
ろ
指
定
管
理
料
を
支
払

う
べ
き
で
な
い
か
。

　北
月
山
荘
は
小
皿
料
理

が
人
気
で
あ
っ
た
が
、
値

上
げ
と
品
数
の
減
少
で
利

用
客
は
減
少
し
た
。
大
き

な
魅
力
で
あ
る
こ
の
食
文

化
を
原
点
に
立
ち
返
っ
て

見
直
し
、
支
援
し
て
い
く

べ
き
で
な
い
か
。

　
新
年
度
よ
り
実

施
す
る
温
泉
施
設

誘
客
促
進
事
業
補
助
金

は
、
町
湯
の
利
用
者
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
た

予
算
措
置
で
あ
り
、
課
題

と
捕
ら
え
る
町
民
利
用
や

平
日
の
日
中
利
用
拡
大
に

向
け
た
取
り
組
み
と
な
っ

て
い
る
。
指
定
管
理
者
制

度
に
お
い
て
は
、
委
託
料

と
し
て
の
選
択
肢
も
考
え

ら
れ
る
が
、
利
用
促
進
策

と
し
て
、
経
営
の
安
定
に

資
す
る
取
り
組
み
と
考
え

て
い
る
。

　
ま
た
、
北
月
山
荘
に
つ

い
て
は
、
継
続
を
大
前
提

と
し
て
考
え
、
そ
こ
で
働

く
人
た
ち
が
喜
ん
で
働
い

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
体

制
を
作
る
こ
と
が
出
来
れ

ば
、
最
高
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。

町湯・
北月山荘

運
営
を
見
直
せ

利
用
促
進
に
取
り
組
む

町長

問

町
長

加藤　將展 議員

　突
然
、
局
地
的

な
雨
に
よ
り
町
内

は
度
々
浸
水
に
見
ま
わ
れ

る
箇
所
が
あ
る
。
住
民
の

安
全
・
安
心
の
た
め
に
も

抜
本
的
な
対
応
策
が
必
要

で
は
な
い
か
。

　保
水
能
力
の
強
化
や
流

入
量
抑
制
工
事
に
、
こ
れ

ま
で
1
億
270
万
円
も
の
費

用
を
掛
け
て
い
る
が
効
果

は
な
い
。
宅
地
開
発
に
よ

る
今
後
の
排
水
対
策
計
画

は
大
丈
夫
な
の
か
。

　排
水
路
の
拡
幅
を
別
ル

ー
ト
で
計
画
し
、
貯
留
池

を
造
る
な
ど
、
地
方
自
治

体
の
役
割
と
し
て
、
万
全

な
方
策
を
講
じ
る
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　
豪
雨
対
策
に
つ

い
て
は
、
平
成
20

年
に
実
施
し
た
市
街
地
排

水
対
策
調
査
業
務
の
報
告

を
受
け
、
関
係
排
水
路
の

整
備
や
拡
大
な
ど
、
様
々

な
対
策
を
講
じ
て
き
た
。

こ
れ
に
よ
り
昨
年
８
月
の

豪
雨
時
に
は
、
一
部
浸
水

箇
所
も
見
ら
れ
た
も
の

の
、
水
の
引
き
方
も
早
く

な
っ
て
い
る
な
ど
、
一
定

の
効
果
が
出
て
い
る
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
相
当
量
の
豪

雨
に
対
し
て
は
、
抜
本
的

な
解
決
に
は
至
ら
な
い
こ

と
か
ら
、
施
設
整
備
の
み

な
ら
ず
、
様
々
な
施
策
や

視
点
で
こ
れ
か
ら
の
対
策

を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

豪雨対策

早
急
に
実
施
せ
よ

抜
本
的
な
対
策
が
必
要
で
あ
る

町長

問

町
長

工藤　範子 議員

分かりにくいんです

歩けないほどあふれます

　都
市
計
画
税
は
、

都
市
計
画
事
業
や

土
地
区
画
整
理
事
業
に
使

う
目
的
で
、
区
域
内
の
住

民
か
ら
徴
収
で
き
る
目
的

税
で
あ
る
。
使
途
と
し
て

過
去
の
都
市
計
画
事
業
の

借
金（
公
債
）の
返
済（
償

還
）に
も
使
う
こ
と
が
で
き

る
が
、
こ
の
税
を
財
源
と

す
る
事
業
と
償
還
に
充
当

す
る
割
合
に
一
定
の
考
え

は
あ
る
か
。
あ
る
い
は
全

額
、
公
債
の
償
還
分
に
充

当
し
て
い
る
の
か
。ま
た
、

都
市
計
画
区
域
線
が
集
落

を
横
断
し
た
り
、
酒
田
市

行
政
区
域
内
に
一
部
入
り

込
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
あ

る
が
、
問
題
は
な
い
か
。

　
都
市
計
画
税
の

充
当
に
つ
い
て

は
、
都
市
下
水
路
整
備
な

ど
の
都
市
計
画
事
業
に
充

当
す
る
も
の
で
あ
り
、
維

持
管
理
費
に
は
使
え
な
い

も
の
考
え
て
い
る
。な
お
、

事
業
費
や
起
債
償
還
費
に

係
る
充
当
割
合
の
考
え
は

な
く
、
充
当
先
と
定
め
ら

れ
た
都
市
計
画
事
業
に
要

す
る
費
用
の
財
源
と
し
て

明
確
に
し
て
い
る
。

　
ま
た
、行
政
区
を
越
え
、

区
域
設
定
が
見
ら
れ
る
状

況
に
つ
い
て
は
、
圃
場
整

備
等
に
よ
り
字
界
に
変
更

が
生
じ
た
が
、
区
域
の
変

更
が
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

今
後
、
他
案
件
と
と
も
に

変
更
す
る
よ
う
指
導
を
受

け
て
い
る
。

都市計画税

充
当
事
業
は
何
か

定
め
ら
れ
た
事
業
費
の
財
源
と
し
て
い
る

町長

問

町
長

鎌田　準一 議員

民生委員の活動に感謝

　今
年
は
、
3
年

に
一
度
の
民
生
委

員
、
児
童
委
員
改
選
の
年

で
あ
る
。
制
度
は
、
町
民

福
祉
に
は
欠
か
せ
な
い
重

要
な
国
の
仕
組
み
だ
が
、

地
区
の
民
生
委
員
等
の
候

補
者
推
薦
に
あ
た
っ
て

は
、
自
治
会
長
が
主
体
と

な
る
こ
と
が
多
く
、
負
担

も
お
お
き
く
な
っ
て
い
る

と
の
声
が
あ
る
。
県
下
で

最
も
低
い
充
足
率
で
あ
っ

た
前
回
の
状
況
を
繰
り
返

す
こ
と
や
、
な
り
手
が
見

つ
か
ら
ず
自
治
会
長
が
兼

務
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

は
避
け
た
い
。
一
つ
の
方

法
と
し
て
公
募
も
実
施
す

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
選
任
に

あ
た
っ
て
は
、
国
か
ら
選

任
要
領
が
通
知
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
中
に
は
適
格
要

件
や
選
任
に
関
す
る
留
意

事
項
等
が
示
さ
れ
て
い
る
。

適
格
要
件
で
は
、
担
当
す

る
地
域
に
居
住
し
、
地
域

の
実
情
を
把
握
し
て
い
る

こ
と
に
加
え
、
留
意
事
項

で
は
様
々
な
団
体
等
、
多

方
面
か
ら
幅
広
く
推
薦
を

得
る
な
ど
、
人
材
の
確
保

に
努
め
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
公
募
で
の
考
え
方
は

示
さ
れ
て
い
な
い
。

　
現
時
点
で
は
、
公
募
に

よ
る
選
任
は
難
し
い
と
考

え
て
い
る
が
、
時
期
任
期

に
お
い
て
は
、
欠
員
の
な

い
体
制
で
ス
タ
ー
ト
で
き

る
よ
う
進
め
て
い
き
た
い
。

民生委員

公
募
も
実
施
せ
よ

現
時
点
、
公
募
は
難
し
い

町長

問

町
長

澁谷　勇悦 議員
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　町
長
は
、
町
湯

建
設
に
際
し
、
1

日
350
人
超
の
入
場
者
で
、

赤
字
は
な
い
と
し
て
き
た

が
、
今
も
赤
字
は
拡
大
傾

向
に
あ
る
。
町
長
は
経
営

判
断
原
則
に
お
い
て
、
善

管
注
意
義
務
を
尽
く
し
て

き
た
の
か
。
今
回
、
補
助

金
が
交
付
さ
れ
る
が
、
む

し
ろ
指
定
管
理
料
を
支
払

う
べ
き
で
な
い
か
。

　北
月
山
荘
は
小
皿
料
理

が
人
気
で
あ
っ
た
が
、
値

上
げ
と
品
数
の
減
少
で
利

用
客
は
減
少
し
た
。
大
き

な
魅
力
で
あ
る
こ
の
食
文

化
を
原
点
に
立
ち
返
っ
て

見
直
し
、
支
援
し
て
い
く

べ
き
で
な
い
か
。

　
新
年
度
よ
り
実

施
す
る
温
泉
施
設

誘
客
促
進
事
業
補
助
金

は
、
町
湯
の
利
用
者
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
た

予
算
措
置
で
あ
り
、
課
題

と
捕
ら
え
る
町
民
利
用
や

平
日
の
日
中
利
用
拡
大
に

向
け
た
取
り
組
み
と
な
っ

て
い
る
。
指
定
管
理
者
制

度
に
お
い
て
は
、
委
託
料

と
し
て
の
選
択
肢
も
考
え

ら
れ
る
が
、
利
用
促
進
策

と
し
て
、
経
営
の
安
定
に

資
す
る
取
り
組
み
と
考
え

て
い
る
。

　
ま
た
、
北
月
山
荘
に
つ

い
て
は
、
継
続
を
大
前
提

と
し
て
考
え
、
そ
こ
で
働

く
人
た
ち
が
喜
ん
で
働
い

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
体

制
を
作
る
こ
と
が
出
来
れ

ば
、
最
高
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。

町湯・
北月山荘

運
営
を
見
直
せ

利
用
促
進
に
取
り
組
む

町長

問

町
長

加藤　將展 議員

　突
然
、
局
地
的

な
雨
に
よ
り
町
内

は
度
々
浸
水
に
見
ま
わ
れ

る
箇
所
が
あ
る
。
住
民
の

安
全
・
安
心
の
た
め
に
も

抜
本
的
な
対
応
策
が
必
要

で
は
な
い
か
。

　保
水
能
力
の
強
化
や
流

入
量
抑
制
工
事
に
、
こ
れ

ま
で
1
億
270
万
円
も
の
費

用
を
掛
け
て
い
る
が
効
果

は
な
い
。
宅
地
開
発
に
よ

る
今
後
の
排
水
対
策
計
画

は
大
丈
夫
な
の
か
。

　排
水
路
の
拡
幅
を
別
ル

ー
ト
で
計
画
し
、
貯
留
池

を
造
る
な
ど
、
地
方
自
治

体
の
役
割
と
し
て
、
万
全

な
方
策
を
講
じ
る
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　
豪
雨
対
策
に
つ

い
て
は
、
平
成
20

年
に
実
施
し
た
市
街
地
排

水
対
策
調
査
業
務
の
報
告

を
受
け
、
関
係
排
水
路
の

整
備
や
拡
大
な
ど
、
様
々

な
対
策
を
講
じ
て
き
た
。

こ
れ
に
よ
り
昨
年
８
月
の

豪
雨
時
に
は
、
一
部
浸
水

箇
所
も
見
ら
れ
た
も
の

の
、
水
の
引
き
方
も
早
く

な
っ
て
い
る
な
ど
、
一
定

の
効
果
が
出
て
い
る
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
相
当
量
の
豪

雨
に
対
し
て
は
、
抜
本
的

な
解
決
に
は
至
ら
な
い
こ

と
か
ら
、
施
設
整
備
の
み

な
ら
ず
、
様
々
な
施
策
や

視
点
で
こ
れ
か
ら
の
対
策

を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

豪雨対策

早
急
に
実
施
せ
よ

抜
本
的
な
対
策
が
必
要
で
あ
る

町長

問

町
長

工藤　範子 議員

分かりにくいんです

歩けないほどあふれます

　都
市
計
画
税
は
、

都
市
計
画
事
業
や

土
地
区
画
整
理
事
業
に
使

う
目
的
で
、
区
域
内
の
住

民
か
ら
徴
収
で
き
る
目
的

税
で
あ
る
。
使
途
と
し
て

過
去
の
都
市
計
画
事
業
の

借
金（
公
債
）の
返
済（
償

還
）に
も
使
う
こ
と
が
で
き

る
が
、
こ
の
税
を
財
源
と

す
る
事
業
と
償
還
に
充
当

す
る
割
合
に
一
定
の
考
え

は
あ
る
か
。
あ
る
い
は
全

額
、
公
債
の
償
還
分
に
充

当
し
て
い
る
の
か
。ま
た
、

都
市
計
画
区
域
線
が
集
落

を
横
断
し
た
り
、
酒
田
市

行
政
区
域
内
に
一
部
入
り

込
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
あ

る
が
、
問
題
は
な
い
か
。

　
都
市
計
画
税
の

充
当
に
つ
い
て

は
、
都
市
下
水
路
整
備
な

ど
の
都
市
計
画
事
業
に
充

当
す
る
も
の
で
あ
り
、
維

持
管
理
費
に
は
使
え
な
い

も
の
考
え
て
い
る
。な
お
、

事
業
費
や
起
債
償
還
費
に

係
る
充
当
割
合
の
考
え
は

な
く
、
充
当
先
と
定
め
ら

れ
た
都
市
計
画
事
業
に
要

す
る
費
用
の
財
源
と
し
て

明
確
に
し
て
い
る
。

　
ま
た
、行
政
区
を
越
え
、

区
域
設
定
が
見
ら
れ
る
状

況
に
つ
い
て
は
、
圃
場
整

備
等
に
よ
り
字
界
に
変
更

が
生
じ
た
が
、
区
域
の
変

更
が
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

今
後
、
他
案
件
と
と
も
に

変
更
す
る
よ
う
指
導
を
受

け
て
い
る
。

都市計画税

充
当
事
業
は
何
か

定
め
ら
れ
た
事
業
費
の
財
源
と
し
て
い
る

町長

問

町
長

鎌田　準一 議員

民生委員の活動に感謝

　今
年
は
、
3
年

に
一
度
の
民
生
委

員
、
児
童
委
員
改
選
の
年

で
あ
る
。
制
度
は
、
町
民

福
祉
に
は
欠
か
せ
な
い
重

要
な
国
の
仕
組
み
だ
が
、

地
区
の
民
生
委
員
等
の
候

補
者
推
薦
に
あ
た
っ
て

は
、
自
治
会
長
が
主
体
と

な
る
こ
と
が
多
く
、
負
担

も
お
お
き
く
な
っ
て
い
る

と
の
声
が
あ
る
。
県
下
で

最
も
低
い
充
足
率
で
あ
っ

た
前
回
の
状
況
を
繰
り
返

す
こ
と
や
、
な
り
手
が
見

つ
か
ら
ず
自
治
会
長
が
兼

務
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

は
避
け
た
い
。
一
つ
の
方

法
と
し
て
公
募
も
実
施
す

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
選
任
に

あ
た
っ
て
は
、
国
か
ら
選

任
要
領
が
通
知
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
中
に
は
適
格
要

件
や
選
任
に
関
す
る
留
意

事
項
等
が
示
さ
れ
て
い
る
。

適
格
要
件
で
は
、
担
当
す

る
地
域
に
居
住
し
、
地
域

の
実
情
を
把
握
し
て
い
る

こ
と
に
加
え
、
留
意
事
項

で
は
様
々
な
団
体
等
、
多

方
面
か
ら
幅
広
く
推
薦
を

得
る
な
ど
、
人
材
の
確
保

に
努
め
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
公
募
で
の
考
え
方
は

示
さ
れ
て
い
な
い
。

　
現
時
点
で
は
、
公
募
に

よ
る
選
任
は
難
し
い
と
考

え
て
い
る
が
、
時
期
任
期

に
お
い
て
は
、
欠
員
の
な

い
体
制
で
ス
タ
ー
ト
で
き

る
よ
う
進
め
て
い
き
た
い
。

民生委員

公
募
も
実
施
せ
よ

現
時
点
、
公
募
は
難
し
い

町長

問

町
長

澁谷　勇悦 議員
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地域の魅力がいっぱい

　こ
の
塾
は
、
地

域
連
携
を
主
た
る

目
的
と
し
、
教
員
Ｏ
Ｂ
や

大
学
生
、
地
域
住
民
を
講

師
と
し
て
迎
え
、
立
川
・

余
目
両
中
学
校
の
3
年
生

の
希
望
者
を
対
象
に
、
本

町
の
教
育
委
員
会
が
行
な

っ
て
い
る
事
業
で
あ
る
。

　身
近
の
高
校
受
験
を
一

つ
の
目
標
に
休
日
の
土
曜

日
に
計
20
回
ほ
ど
予
定
さ

れ
て
お
り
、
県
内
で
も
先

進
的
な
取
り
組
み
と
な
っ

て
い
る
。
次
の
2
点
に
つ

い
て
伺
う
。

①
今
ま
で
の
事
業
の
効
果

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

②
今
後
の
課
題
は
何
か
。

　
中
学
生
夢
サ
ポ

ー
ト
塾
に
つ
い
て

は
、
町
内
の
両
中
学
校
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域

の
方
々
や
公
民
館
、
家
庭

の
協
力
を
得
て
、
年
々
充

実
し
た
も
の
に
な
っ
て
お

り
、
県
内
で
も
注
目
さ
れ

る
事
例
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
部
活
動
や
行
事
が

一
段
落
し
た
３
年
生
の
生

活
が
安
定
・
充
実
し
、
両

中
学
校
と
も
大
変
安
定
し

た
状
況
に
あ
る
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て

は
、
サ
ポ
ー
タ
ー
と
な
る

人
材
や
全
体
を
統
括
し
て

い
た
だ
け
る
地
域
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
の
確
保
や
育

成
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
余
目
中
学
校
区
で

は
参
加
人
数
が
多
い
た

め
、
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
も

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

夢サポート
塾

現
状
は
ど
う
か

県
内
で
も
注
目
さ
れ
て
い
る

町長

問

町
長

石川　武利 議員

　全
員
協
議
会
で

事
務
機
構
変
更
の

説
明
が
あ
っ
た
。町
総
合

計
画
で
は
、
様
々
な
取
り

組
み
で
日
本
一
を
掲
げ
て

い
る
。
こ
の
達
成
の
た
め

に
は
期
限
付
き
専
門
職
員

だ
け
で
な
く
、
正
規
職
員

も
増
員
し
て
こ
そ
達
成
で

き
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

子
育
て
応
援
課
新
設
に
つ

い
て
は
、
課
内
の
連
携
が

大
事
と
考
え
る
。
連
携
係

を
課
の
第
一
係
と
で
き
な

い
か
。
環
境
防
災
課
は
、

自
然
災
害
等
の
発
生
が
多

く
見
ら
れ
る
立
谷
沢
地
域

を
考
慮
し
、
第
二
町
長
室

と
と
も
に
立
川
総
合
支
所

に
配
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
総
合
計
画
に
掲

げ
る
各
種
施
策
で

の
目
標
達
成
に
お
い
て
は
、

正
職
員
増
員
に
よ
る
役
場

だ
け
の
取
り
組
み
の
み
な

ら
ず
、
関
係
機
関
や
住
民

等
、
多
く
の
方
々
と
一
体

的
に
町
づ
く
り
に
取
り
組

む
こ
と
が
重
要
と
考
え
て

い
る
。

　
子
育
て
に
係
る
連
携
強

化
に
つ
い
て
は
、
保
健
福

祉
課
内
に
あ
っ
た
子
育
て

応
援
係
を
「
課
」
に
変
え

独
立
さ
せ
る
こ
と
で
、
連

携
に
加
え
機
能
強
化
を
図

る
も
の
で
あ
る
。

　
環
境
防
災
課
に
つ
い
て

は
、
情
報
の
収
集
、
発
信

の
機
能
強
化
等
を
図
る
と

と
も
に
、
新
庁
舎
に
統
一

し
特
定
地
域
に
限
ら
ず
、

全
町
を
対
象
と
し
た
仕
組

み
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
。

事務機構

体
制
を
見
直
せ

全
町
対
象
に
機
能
強
化
を
図
っ
て
い
る

町長

問

町
長

長堀　幸朗 議員

このままじゃもったいない

大所帯になりました

　立
川
庁
舎
利
活

用
に
、
狩
川
地
域

づ
く
り
会
議
よ
り
、
要
望

書
が
昨
年
提
出
さ
れ
た
。

町
は
検
討
委
員
会
の
結
果

と
要
望
書
を
見
比
べ
て
、

町
と
し
て
の
方
向
性
を
定

め
る
と
し
た
。

①
町
の
方
向
性
が
定
ま
っ

た
ら
、
地
域
づ
く
り
会
議

に
返
信
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
た
が
ど
う
か
。

②
利
活
用
の
内
容
は
ど
う

か
。

③
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て

基
本
設
計
、
実
施
設
計
は

い
つ
か
。

④
本
庁
舎
完
成
は
、
平
成

32
年
度
だ
が
立
川
庁
舎
利

活
用
の
完
成
は
い
つ
か
。

　
地
域
づ
く
り
会

議
へ
の
対
応
は
、

町
と
し
て
の
方
向
性
が
定

ま
っ
た
も
の
の
、
内
容
を

示
し
て
い
な
い
状
況
に
あ

る
。
今
後
、
地
域
づ
く
り

会
議
を
含
め
、
地
元
の

方
々
と
協
議
を
進
め
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
庁
舎
利
活
用
に
つ
い
て

は
、
１
階
に
行
政
窓
口
を

中
心
に
図
書
ス
ペ
ー
ス

等
、
２
階
に
子
ど
も
の
遊

び
場
や
世
代
間
交
流
の

場
、
３
階
に
は
貸
オ
フ
ィ

ス
や
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ

ー
ス
を
想
定
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
平
成
31
年
度
中

に
基
本
計
画
の
作
成
、
翌

年
度
以
降
は
基
本
、
実
施

設
計
を
進
め
、
平
成
33
年

度
を
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
と

し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
な

る
と
考
え
て
い
る
。

立川庁舎
利活用

完
成
は
い
つ
か

平
成
33
年
度
が
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト

町長

問

町
長

齋藤　秀紀 議員

早期復旧を願う

　2
月
に
発
注
し

た
災
害
復
旧
工
事

の
多
く
が
、
不
落
や
入
札

中
止
と
な
っ
て
い
る
。
そ

の
原
因
は
、残
雪
の
な
か
、

年
度
内
に
完
成
さ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
工
期
に
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
　
　

　新
年
度
に
再
入
札
す
る

際
は
、
完
成
し
な
い
と
春

作
業
に
支
障
が
で
る
工
事

は
、
で
き
る
だ
け
早
期
に

発
注
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
農
地
と
無
関
係
の

工
事
に
つ
い
て
は
、
夏
ご

ろ
ま
で
の
長
い
工
期
を
設

定
す
る
こ
と
で
農
家
の
春

作
業
に
も
影
響
さ
せ
ず
か

つ
復
旧
工
事
の
質
も
向
上

す
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
農
地
農
業
用
災

害
復
旧
事
業
に
つ

い
て
は
、
農
業
者
か
ら
農

作
物
に
支
障
の
な
い
時
期

ま
で
に
復
旧
し
て
ほ
し
い

と
の
要
望
が
多
い
た
め
、

農
作
物
の
作
付
け
に
支
障

の
な
い
時
期
と
工
期
へ
の

配
慮
を
も
っ
て
、
工
事
発

注
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
町
が
実
施
主
体

と
な
ら
な
い
小
規
模
な
工

事
に
つ
い
て
は
、
生
産
組

合
等
か
ら
の
申
請
に
よ

り
、
補
助
事
業
と
し
て
取

り
組
む
こ
と
と
な
る
た
め
、

早
期
に
取
り
組
め
る
よ
う

交
付
決
定
に
向
け
準
備
を

進
め
て
い
る
。

災害復旧

適
時
に
発
注
す
べ
き

時
期
に
配
慮
し
て
す
す
め
る

町長

問

町
長

小野　一晴 議員

環境防災課
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地域の魅力がいっぱい

　こ
の
塾
は
、
地

域
連
携
を
主
た
る

目
的
と
し
、
教
員
Ｏ
Ｂ
や

大
学
生
、
地
域
住
民
を
講

師
と
し
て
迎
え
、
立
川
・

余
目
両
中
学
校
の
3
年
生

の
希
望
者
を
対
象
に
、
本

町
の
教
育
委
員
会
が
行
な

っ
て
い
る
事
業
で
あ
る
。

　身
近
の
高
校
受
験
を
一

つ
の
目
標
に
休
日
の
土
曜

日
に
計
20
回
ほ
ど
予
定
さ

れ
て
お
り
、
県
内
で
も
先

進
的
な
取
り
組
み
と
な
っ

て
い
る
。
次
の
2
点
に
つ

い
て
伺
う
。

①
今
ま
で
の
事
業
の
効
果

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

②
今
後
の
課
題
は
何
か
。

　
中
学
生
夢
サ
ポ

ー
ト
塾
に
つ
い
て

は
、
町
内
の
両
中
学
校
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域

の
方
々
や
公
民
館
、
家
庭

の
協
力
を
得
て
、
年
々
充

実
し
た
も
の
に
な
っ
て
お

り
、
県
内
で
も
注
目
さ
れ

る
事
例
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
部
活
動
や
行
事
が

一
段
落
し
た
３
年
生
の
生

活
が
安
定
・
充
実
し
、
両

中
学
校
と
も
大
変
安
定
し

た
状
況
に
あ
る
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て

は
、
サ
ポ
ー
タ
ー
と
な
る

人
材
や
全
体
を
統
括
し
て

い
た
だ
け
る
地
域
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
の
確
保
や
育

成
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
余
目
中
学
校
区
で

は
参
加
人
数
が
多
い
た

め
、
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
も

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

夢サポート
塾

現
状
は
ど
う
か

県
内
で
も
注
目
さ
れ
て
い
る

町長

問

町
長

石川　武利 議員

　全
員
協
議
会
で

事
務
機
構
変
更
の

説
明
が
あ
っ
た
。町
総
合

計
画
で
は
、
様
々
な
取
り

組
み
で
日
本
一
を
掲
げ
て

い
る
。
こ
の
達
成
の
た
め

に
は
期
限
付
き
専
門
職
員

だ
け
で
な
く
、
正
規
職
員

も
増
員
し
て
こ
そ
達
成
で

き
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

子
育
て
応
援
課
新
設
に
つ

い
て
は
、
課
内
の
連
携
が

大
事
と
考
え
る
。
連
携
係

を
課
の
第
一
係
と
で
き
な

い
か
。
環
境
防
災
課
は
、

自
然
災
害
等
の
発
生
が
多

く
見
ら
れ
る
立
谷
沢
地
域

を
考
慮
し
、
第
二
町
長
室

と
と
も
に
立
川
総
合
支
所

に
配
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
総
合
計
画
に
掲

げ
る
各
種
施
策
で

の
目
標
達
成
に
お
い
て
は
、

正
職
員
増
員
に
よ
る
役
場

だ
け
の
取
り
組
み
の
み
な

ら
ず
、
関
係
機
関
や
住
民

等
、
多
く
の
方
々
と
一
体

的
に
町
づ
く
り
に
取
り
組

む
こ
と
が
重
要
と
考
え
て

い
る
。

　
子
育
て
に
係
る
連
携
強

化
に
つ
い
て
は
、
保
健
福

祉
課
内
に
あ
っ
た
子
育
て

応
援
係
を
「
課
」
に
変
え

独
立
さ
せ
る
こ
と
で
、
連

携
に
加
え
機
能
強
化
を
図

る
も
の
で
あ
る
。

　
環
境
防
災
課
に
つ
い
て

は
、
情
報
の
収
集
、
発
信

の
機
能
強
化
等
を
図
る
と

と
も
に
、
新
庁
舎
に
統
一

し
特
定
地
域
に
限
ら
ず
、

全
町
を
対
象
と
し
た
仕
組

み
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
。

事務機構

体
制
を
見
直
せ

全
町
対
象
に
機
能
強
化
を
図
っ
て
い
る

町長

問

町
長

長堀　幸朗 議員

このままじゃもったいない

大所帯になりました

　立
川
庁
舎
利
活

用
に
、
狩
川
地
域

づ
く
り
会
議
よ
り
、
要
望

書
が
昨
年
提
出
さ
れ
た
。

町
は
検
討
委
員
会
の
結
果

と
要
望
書
を
見
比
べ
て
、

町
と
し
て
の
方
向
性
を
定

め
る
と
し
た
。

①
町
の
方
向
性
が
定
ま
っ

た
ら
、
地
域
づ
く
り
会
議

に
返
信
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
た
が
ど
う
か
。

②
利
活
用
の
内
容
は
ど
う

か
。

③
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て

基
本
設
計
、
実
施
設
計
は

い
つ
か
。

④
本
庁
舎
完
成
は
、
平
成

32
年
度
だ
が
立
川
庁
舎
利

活
用
の
完
成
は
い
つ
か
。

　
地
域
づ
く
り
会

議
へ
の
対
応
は
、

町
と
し
て
の
方
向
性
が
定

ま
っ
た
も
の
の
、
内
容
を

示
し
て
い
な
い
状
況
に
あ

る
。
今
後
、
地
域
づ
く
り

会
議
を
含
め
、
地
元
の

方
々
と
協
議
を
進
め
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
庁
舎
利
活
用
に
つ
い
て

は
、
１
階
に
行
政
窓
口
を

中
心
に
図
書
ス
ペ
ー
ス

等
、
２
階
に
子
ど
も
の
遊

び
場
や
世
代
間
交
流
の

場
、
３
階
に
は
貸
オ
フ
ィ

ス
や
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ

ー
ス
を
想
定
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
平
成
31
年
度
中

に
基
本
計
画
の
作
成
、
翌

年
度
以
降
は
基
本
、
実
施

設
計
を
進
め
、
平
成
33
年

度
を
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
と

し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
な

る
と
考
え
て
い
る
。

立川庁舎
利活用

完
成
は
い
つ
か

平
成
33
年
度
が
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト

町長

問

町
長

齋藤　秀紀 議員

早期復旧を願う

　2
月
に
発
注
し

た
災
害
復
旧
工
事

の
多
く
が
、
不
落
や
入
札

中
止
と
な
っ
て
い
る
。
そ

の
原
因
は
、残
雪
の
な
か
、

年
度
内
に
完
成
さ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
工
期
に
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
　
　

　新
年
度
に
再
入
札
す
る

際
は
、
完
成
し
な
い
と
春

作
業
に
支
障
が
で
る
工
事

は
、
で
き
る
だ
け
早
期
に

発
注
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
農
地
と
無
関
係
の

工
事
に
つ
い
て
は
、
夏
ご

ろ
ま
で
の
長
い
工
期
を
設

定
す
る
こ
と
で
農
家
の
春

作
業
に
も
影
響
さ
せ
ず
か

つ
復
旧
工
事
の
質
も
向
上

す
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
農
地
農
業
用
災

害
復
旧
事
業
に
つ

い
て
は
、
農
業
者
か
ら
農

作
物
に
支
障
の
な
い
時
期

ま
で
に
復
旧
し
て
ほ
し
い

と
の
要
望
が
多
い
た
め
、

農
作
物
の
作
付
け
に
支
障

の
な
い
時
期
と
工
期
へ
の

配
慮
を
も
っ
て
、
工
事
発

注
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
町
が
実
施
主
体

と
な
ら
な
い
小
規
模
な
工

事
に
つ
い
て
は
、
生
産
組

合
等
か
ら
の
申
請
に
よ

り
、
補
助
事
業
と
し
て
取

り
組
む
こ
と
と
な
る
た
め
、

早
期
に
取
り
組
め
る
よ
う

交
付
決
定
に
向
け
準
備
を

進
め
て
い
る
。

災害復旧

適
時
に
発
注
す
べ
き

時
期
に
配
慮
し
て
す
す
め
る

町長

問

町
長

小野　一晴 議員

環境防災課
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こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
郵

送
の
10
分
の
１
の
コ
ス
ト

や
、
人
手
の
４
倍
の
ス
ピ

ー
ド
で
電
話
か
け
が
で
き

同
等
の
効
果
得
ら
れ
る
。

　
納
税
の
催
告
と
連
携
し

て
導
入
す
る
こ
と
で
、
よ

り
費
用
対
効
果
が
高
ま
る

の
で
、
検
討
す
べ
き
で
あ

る
。

　
大
腸
が
ん
検
診
の
カ
ッ

ト
オ
フ
値
は
、
検
診
機
関

で
異
な
り
、
要
精
検
率
の

乖
離
が
出
て
い
る
。

　
今
後
、
県
と
調
整
し
、

国
で
定
め
る
７
％
以
下
と

な
る
よ
う
努
力
す
べ
き
で

あ
る
。

肩身が狭いハウスの効率的な活用を

総務文教厚生
常任委員会

より良い町づくりのために生かせ提言より良い町づくりのために生かせ提言
テーマ：
がん予防について
調査事項 ● がん検診の受診率の向上

● がん検診の質の向上
● 受動喫煙

産業建設
常任委員会

テーマ：
施設型農業の促進について
調査事項 ● 経営：施設型複合経営の推進・大規模施設団地の推進

● 雇用：雇用の確保・担い手（後継者）の育成
● 施策：JA等との連携と補助金・空きハウス調査

　
子
宮
頸
が
ん
の
毎
年
実

施
は
、
受
診
者
の
負
担
が

増
え
る
こ
と
や
、
合
併
症

の
リ
ス
ク
も
増
加
す
る
な

ど
検
診
不
利
益
と
も
な
り

や
す
い
。
ま
た
、
国
は
隔

年
受
診
で
も
死
亡
率
が
減

少
す
る
と
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
隔

年
検
診
と
す
べ
き
で
あ
る
。

　
受
診
を
呼
び
か
け
る
チ

ラ
シ
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な

ど
の
勧
奨
資
材
は
使
用
し

て
い
る
が
、
国
立
が
ん
研

究
所
セ
ン
タ
ー
で
開
発
し

た
、
よ
り
視
覚
に
訴
え
る

効
果
の
あ
る
資
材
が
あ

り
、
無
料
で
使
用
で
き
、

か
つ
国
の
補
助
対
象
に
も

な
る
こ
と
か
ら
、
受
診
を

促
す
資
材
と
し
て
活
用
す

べ
き
で
あ
る
。

子
宮
頸
が
ん
は

　
　  

隔
年
実
施

自
動
音
声
電
話

催
告
シ
ス
テ
ム
の
導
入

カ
ッ
ト
オ
フ
値
の

設
定
見
直
し

勧
奨
資
材
の
活
用

　
町
の
公
共
施
設
は
、
健

康
増
進
法
に
基
づ
き
、
敷

地
内
禁
煙
・
施
設
内
禁
煙

や
分
煙
の
対
応
を
し
て
い

る
が
、
今
後
５
年
程
度
で

敷
地
内
禁
煙
を
徹
底
す
べ

き
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
、
タ
バ
コ
成

分
が
部
屋
や
衣
服
に
付
着

し
、
こ
れ
を
吸
い
込
む
三

次
喫
煙
。
例
え
ば
、
ハ
イ

ハ
イ
し
て
い
る
乳
児
の
手

に
付
着
し
た
タ
バ
コ
成
分

が
口
に
運
ば
れ
る
危
険
性

を
周
知
す
べ
き
で
あ
る
。

　
集
落
（
自
治
会
・
町
内

会
・
部
落
会
等
）
の
公
民

館
（
集
会
施
設
）
も
禁
煙

す
る
よ
う
働
き
か
け
る
べ

き
で
あ
る
。

三
次
禁
煙

　  

リ
ス
ク
周
知

集
落
公
民
館
へ
の

働
き
か
け

敷
地
内
禁
煙

議会常任委員会  所管事務調査

受
診
率
と
質
の

　
　
　向
上
を
目
指
し
て

受
診
率
と
質
の

　
　
　向
上
を
目
指
し
て

提言１提言

受
動
喫
煙
の

　
　
　防
止
を
目
指
し
て

受
動
喫
煙
の

　
　
　防
止
を
目
指
し
て

提言 2

平
成
30
年
度
か
ら

の
米
の
直
接
支
払
い
交
付

金
廃
止
に
よ
る
農
業
所
得

の
減
少
を
補
い
、
さ
ら
な

る
所
得
向
上
を
図
る
た

め
、
周
年
化
が
可
能
な
施

設
型
複
合
経
営
を
推
進
す

べ
き
で
あ
る
。

　
県
は
大
規
模
団
地
化
で

の
施
設
園
芸
の
取
り
組
み

を
推
進
し
て
い
る
が
、
本

町
で
は
、
取
り
組
む
農
業

者
が
な
く
実
現
に
至
っ
て

い
な
い
。
次
の
取
り
組
み

等
を
す
べ
き
で
あ
る
。

●
候
補
地
選
定
〜
営
農
開

始
の
団
地
化
計
画
を
早

期
に
策
定
す
る
。

●
圃
場
整
備
を
団
地
化
計

画
の
機
会
と
捉
え
、
県

や
土
地
改
良
区
と
連
携

し
て
取
り
組
む
。

●
県
が
推
進
す
る
園
芸
大

規
模
集
積
団
地
整
備
支

援
事
業
を
促
進
す
る
に

は
、
モ
デ
ル
事
業
で
成

功
例
を
示
す
こ
と
が
大

き
な
推
進
力
と
な
る
の

で
、
モ
デ
ル
事
業
に
取

り
組
む
。

　
　
　
複
合
経
営
の
比
較

的
大
規
模
農
家
で
は
、
労

働
者
不
足
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
働
き
手
確
保
を

目
的
と
し
た
職
業
紹
介
所

を
Ｊ
Ａ
や
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
等
と
連
携
し
て

整
備
す
べ
き
で
あ
る
。

　
就
農
希
望
の
あ
る
地
域

お
こ
し
協
力
隊
員
を
継
続

し
て
募
集
す
る
た
め
に
は

将
来
と
も
継
続
可
能
な
公

募
要
綱
と
す
る
必
要
が
あ

る
。
就
農
プ
ロ
グ
ラ
ム
等

を
見
え
る
化
し
、
確
実
に

定
着
で
き
る
募
集
要
綱
と

す
べ
き
で
あ
る
。

施
設
型
農
業
の
促
進
を
目
指
し
て

施
設
型
農
業
の
促
進
を
目
指
し
て

経 営
施
設
複
合
型

　  

経
営
の
推
進

大
規
模
団
地
化
な

ど
が
進
ま
な
い
理
由
の
一

つ
に
資
金
調
達
の
問
題
が

あ
る
。
視
察
事
例
の
な
か

に
は
、Ｊ
Ａ
が
事
業
主
体

と
な
り
施
設
等
の
整
備
を

行
い
、
農
業
法
人
に
リ
ー

ス
し
て
い
る
。
法
人
は
初

期
投
資
が
ほ
と
ん
ど
な
し

で
事
業
を
立
ち
上
げ
て
い

施 策
Ｊ
Ａ
等
と
の

  

連
携
と
補
助
金

大
規
模
施
設

　
　
団
地
の
推
進

補
助
金
の
嵩
上
げ

担
い
手（
地
域
お
こ
し
協
力
隊
）

　
　
　
　
　  

の
確
保

雇 用
職
業
紹
介
所
の

　
　
　
　  

整
備

　
県
の
園
芸
大
規
模
集
積

団
地
整
備
支
援
事
業
補
助

金
は
、
国
・
県
が
６
／
10

町
が
１
／
10
の
７
／
10
で

あ
る
が
、
秋
田
県
は
7.5
／

10
で
あ
る
。
県
で
は
町
の

嵩
上
げ
が
あ
れ
ば
、
秋
田

県
と
同
額
の
補
助
は
可
能

と
し
て
い
る
。
嵩
上
げ
を

検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

提言

る
。 

Ｊ
Ａ
が
事
業
主
体
と

な
る
よ
う
働
き
か
け
る
べ

き
で
あ
る
。

か
い

ほ

と
ら

か
さ
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取
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取
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等
を
す
べ
き
で
あ
る
。

●
候
補
地
選
定
〜
営
農
開

始
の
団
地
化
計
画
を
早

期
に
策
定
す
る
。

●
圃
場
整
備
を
団
地
化
計

画
の
機
会
と
捉
え
、
県

や
土
地
改
良
区
と
連
携

し
て
取
り
組
む
。

●
県
が
推
進
す
る
園
芸
大

規
模
集
積
団
地
整
備
支

援
事
業
を
促
進
す
る
に

は
、
モ
デ
ル
事
業
で
成

功
例
を
示
す
こ
と
が
大

き
な
推
進
力
と
な
る
の

で
、
モ
デ
ル
事
業
に
取

り
組
む
。

　
　
　
複
合
経
営
の
比
較

的
大
規
模
農
家
で
は
、
労

働
者
不
足
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
働
き
手
確
保
を

目
的
と
し
た
職
業
紹
介
所

を
Ｊ
Ａ
や
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
等
と
連
携
し
て

整
備
す
べ
き
で
あ
る
。

　
就
農
希
望
の
あ
る
地
域

お
こ
し
協
力
隊
員
を
継
続

し
て
募
集
す
る
た
め
に
は

将
来
と
も
継
続
可
能
な
公

募
要
綱
と
す
る
必
要
が
あ

る
。
就
農
プ
ロ
グ
ラ
ム
等

を
見
え
る
化
し
、
確
実
に

定
着
で
き
る
募
集
要
綱
と

す
べ
き
で
あ
る
。

施
設
型
農
業
の
促
進
を
目
指
し
て

施
設
型
農
業
の
促
進
を
目
指
し
て

経 営
施
設
複
合
型

　  

経
営
の
推
進

大
規
模
団
地
化
な

ど
が
進
ま
な
い
理
由
の
一

つ
に
資
金
調
達
の
問
題
が

あ
る
。
視
察
事
例
の
な
か

に
は
、Ｊ
Ａ
が
事
業
主
体

と
な
り
施
設
等
の
整
備
を

行
い
、
農
業
法
人
に
リ
ー

ス
し
て
い
る
。
法
人
は
初

期
投
資
が
ほ
と
ん
ど
な
し

で
事
業
を
立
ち
上
げ
て
い

施 策
Ｊ
Ａ
等
と
の

  

連
携
と
補
助
金

大
規
模
施
設

　
　
団
地
の
推
進

補
助
金
の
嵩
上
げ

担
い
手（
地
域
お
こ
し
協
力
隊
）

　
　
　
　
　  

の
確
保

雇 用
職
業
紹
介
所
の

　
　
　
　  

整
備

　
県
の
園
芸
大
規
模
集
積

団
地
整
備
支
援
事
業
補
助

金
は
、
国
・
県
が
６
／
10

町
が
１
／
10
の
７
／
10
で

あ
る
が
、
秋
田
県
は
7.5
／

10
で
あ
る
。
県
で
は
町
の

嵩
上
げ
が
あ
れ
ば
、
秋
田

県
と
同
額
の
補
助
は
可
能

と
し
て
い
る
。
嵩
上
げ
を

検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

提言

る
。 

Ｊ
Ａ
が
事
業
主
体
と

な
る
よ
う
働
き
か
け
る
べ

き
で
あ
る
。

か
い

ほ

と
ら

か
さ



こんにちは庄内町議会です 平成31年4月18日号　第61号 2425

　
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

が
あ
り
、
賛
成
全
員
で
同

意
し
ま
し
た
。

●
加
藤
　
　
容

　
　（
清
川
字
花
崎
）

●
吉
田
　
健
一

　
　（
肝
煎
字
中
田
）

●
佐
藤
　
清
雄

　
　（
余
目
字
大
塚
）

●
佐
藤
　
晃
子

　
　（
常
万
字
一
本
木
西
）

●
佐
々
木
真
澄

　
　（
余
目
字
上
朝
丸
）

●
小
林
　
裕
子

　
　（
肝
煎
字
西
前
田
）

　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

○
人
権
擁
護
委
員
と
は

　
人
権
擁
護
委
員
法
に
基

づ
き
、
基
本
的
人
権
の
侵

犯
を
監
視
、
救
済
ま
た
、

人
権
思
想
の
普
及
、
高
揚

に
努
め
る
委
員
。
法
務
大

臣
の
委
嘱
に
よ
り
全
国
の

市
町
村
に
置
く
。
任
期
３

年
。

　
平
成
30
年
11
月
か
ら
、

町
民
と
語
る
会
の
開
催
要

領
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　
以
前
の
よ
う
に
、
議
会

側
が
日
程
を
決
め
て
皆
様

に
参
加
し
て
い
た
だ
く
の

で
は
な
く
、
ご
希
望
が

あ
っ
た
諸
団
体
の
も
と
に

こ
ち
ら
か
ら
う
か
が
い
ま

す
。

　
お
気
軽
に
議
会
事
務
局

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

・
各
集
落
や
組
織
、
団
体

等
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
、Ｊ
Ａ
、

商
工
会
、
そ
の
他
グ

ル
ー
プ
）

　
平
成
31
年
２
月
に
全
国

町
村
議
会
議
長
会
よ
り
、

在
職
15
年
表
彰
を
、

　
吉
宮
　
茂  

議
長

　
石
川
　
保  

副
議
長

　
小
林
　
清
悟  

議
員

　
昨
年
６
月
の
町
議
選
で

定
数
割
れ
、
無
投
票
と
な

っ
た
こ
と
を
受
け
、
庄
内

町
議
会
議
員
な
り
手
不
足

調
査
特
別
委
員
会
の
設
置

を
決
め
ま
し
た
。
メ
ン
バ

ー
は
６
人
で
、
今
後
町
民

の
皆
様
か
ら
も
意
見
を
お

聞
き
す
る
予
定
で
す
。

　
２
月
25
日
に
は
、
新
潟

県
立
大
の
田
口
一
博
准
教

授
を
招
き
、
議
会
全
体
で

勉
強
会
も
実
施
し
ま
し

た
。

　
委
　員
　長

石
　
川
　
　
　
保

　
副
委
員
長

上
　
野
　
幸
　
美

　
委
　
　
員

●
　
阿
　
部
　
利
　
勝

●
　
齋
　
藤
　
秀
　
紀

●
　
小
　
林
　
清
　
悟

●
　
小
　
野
　
一
　
晴

議
会
傍
聴
に
来
て

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す

か　
・
は
い
　
　
５
人

　
・
い
い
え
　
０
人

良
か
っ
た
理
由

　
・
勉
強
に
な
っ
た

　
・
緊
張
感
が
あ
っ
た

　
・
議
会
が
頑
張
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か

っ
た

　
・
町
の
動
き
が
わ
か

っ
た

議
会
の
や
り
取
り
は

わ
か
り
ま
し
た
か

　
・
は
い
　
　
４
人

　
・
い
い
え
　
０
人

　
・
無
回
答
　
１
人

そ
の
他
の
ご
意
見

・
な
か
な
か
い
い
と
思

い
ま
す
。

質
問
だ
け
で
は
な

く
、
も
っ
と
意
見
が

あ
っ
て
も
良
い
の
か

な
、
と
思
い
ま
し

た
。

・
発
音
が
わ
か
り
に
く

い
人
が
い
る
。

・
町
の
説
明
だ
け
の
時

間
帯
が
あ
る
。

　
貴
重
な
ご
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

今
後
の
参
考
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
　

人
　事

町
民
と
語
る
会

地域のために

山
形
県
町
村
議
会
議
長
会

よ
り
在
職
11
年
表
彰
を
、

　
押
　
の
り
子
前
議
員
が

そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　
全
国
表
彰
の
３
氏
は
、

初
当
選
以
来
５
期
17
年
、

押
　
氏
は
３
期
12
年
に
わ

た
り
町
政
発
展
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

ぜひ傍聴においでいください
庄内町議会ホームページから
アクセスしてください

定
数
割
れ

  

無
投
票
を
受
け

委
員
会
メ
ン
バ
ー

長
年
の
功
績
を
表
彰

長
年
の
功
績
を
表
彰

庄内町議会議員なり手不足調査
特別委員会の設置を決める
庄内町議会議員なり手不足調査
特別委員会の設置を決める

★ 立川庁舎、各地区公民館、図書館ロビーでも議会中継をご覧になれます。
★ 日中に見られない方などは、録画配信も行っています。（会議後、一週間程度でご覧いただけます）
★ スマートフォン、タブレットでも議会中継、録画映像が視聴できます。

インターネット
中継

　
３
月
定
例
会
に
は
、
５
人
の
方
々
か
ら

傍
聴
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
、
い
た
だ
い
た
ご

意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

傍
聴
ア
ン
ケ
ー
ト

議
員
表
彰

※ 議場への昇降が困難な方は、イス式昇降機を利用できますので、事務局へお申し出ください。
※ 会議録検索より、過去の議事録、常任委員会の情報等をご覧になれます。

対
象

トップページの
左側のバナーをクリック庄内町議会で検索

庄内町議会

1 2 議会中継をクリック3

庄内町議会庄内町議会
インターネット議会中継

写
真
上

石
川
　
保 

副
議
長（
中
央
）

小
林
　
清
悟 

議
員（
右
）

写
真
下

吉
宮
　
茂 

議
長（
右
）
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右
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財
政
か
ら
見
る

　町
の
将
来

解 体　書解 体　書親親
わ か りわ か り た  いた  い し  んし  ん し  ょし  ょ

町の財源（財力）と、対する公債費（返済能力）の判断基準（指標）を解りたい。
　過去最大の一般会計予算（13,579,000千円）を可決し、新年度の事業がスタートします。町では新庁舎建設
に続き、次年度以降も大型施設整備の着手を予定しています。有利な起債となる合併特例債が平成37年度ま
で延長されたとはいえ約30%は借金であり、また合併による国からの特別配分額も徐々に減ってきており、平成
32年度で終了します。配分が以前の一本算定にもどることから財政運営が重要な視点となります。

表1は年度ごとの、前年度の借金残額Aに一般財源から元金
に充てられた返済分Bを引いて、新たに借金した額Cを加
え、その年度の借金の残金とし、その推移を表しています。
表Ⅱは将来の財政指標を予想として示したものです。

表Ⅰ

町の財政シミュレーション参照（平成31年3月現在）
Ｈ27年度～Ｈ31年度までの償還実績及び予測の推移

表Ⅱ Ｈ32年度～Ｈ35年度までの予測（シミュレーション）

（単位：千円）

Ｈ27 年
年　度

項　目

財
政
指
標

Ｈ28 年 Ｈ29 年 Ｈ30 年
予定

Ｈ31 年
予測

A前年度末起債残高（借金）
当年度償還額
　　B　元金
　　　  利子
C当該年度借入額
当年度末起債残高（A-B+C）
　　実質公債費比率 18％未満
　　公債費比率　　10％以下
　　起債制限比率　 20％未満
　　公債費負担比率 15％未満

実質公債費比率 18％未満
公債費比率　 　10％以下
起債制限比率　 20％未満
公債費負担比率 15％未満

H32年度
13.7％
7.9％
7.6％
17.8％

H33年度
13.9％
7.5％
7.4％
18.1％

H34年度
13.9％
8.1％
7.2％
20.7％

H35年度
14％
8.2％
7.3％
20.9％

14,482,524
1,162,014
1,025,326
136,687
1,195,449
14,652,647

9.7％
4.7％
4.4％
12.7％

14,652,647
1,297,495
 1,180,529
116,966
1,335,588
14,807,706

9.6％
5.4％
4.2％
13.7％

14,807,706
1,530,327
1,428,068
102,259
1,276,170
14,655,808
10.26％
6.8％
5.0％
15.9％

14,716,308
1,683,959
1,591,007
92,953

2,472,500
15,597,801
12.0％
7.9％
6.2％
17.9％

15,524,644
1,707,108
1,624,011
830,097
2,629,600
16,530,232
12.8％
8.5％
7.2％
18.8％

1．財源（財力）
　使い方に制限がない財
源を一般財源といい、住民
税等の直接税（自主財源）
や国からの地方交付税（依
存財源）等も含まれます。
　逆に使い道の制限がある
ものを特定財源といいます。

2．公債費
　借金（元金と利子）を返
すための費用で、一般財
源から返すことを償還とい
います。

公
債
費

　
町
が
国
な
ど
か
ら
借
り

入
れ
た
お
金
の
返
済
に
使

わ
れ
る
費
用
で
、元
金
と
利

子
の
合
計（
元
利
償
還
金
）

か
ら
な
り
ま
す
。

公
債
費
比
率

　
元
利
還
金
の
返
済
に
充

当
さ
れ
て
い
る
金
額
が
一

般
財
源
（
収
入
）
に
占
め

て
い
る
割
合
で
す
。
10
％

を
超
え
な
い
こ
と
が
目
安

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

起
債
制
限
比
率

　
使
途
が
特
定
さ
れ
て
お

ら
ず
、
毎
年
度
確
実
に
収

入
す
る
と
見
込
ま
れ
る
財

源
（
経
常
的
財
源
）
の
う

ち
、
元
利
償
還
金
（
公
債

費
）
に
充
当
さ
れ
た
金
額

が
標
準
財
政
規
模
と
臨
時

財
政
対
策
債
発
行
可
能
額

の
合
計
額
に
占
め
る
割
合

起
債

　
町
が
行
な
う
事
業
等
に

必
要
な
資
金
調
達
す
る
こ

と
を
起
債
と
い
い
ま
す
。

そ
の
こ
と
で
金
融
機
関
か

ら
の
融
資
も
可
能
と
な

り
、
財
源
（
町
債
）
と
し

て
予
算
に
計
上
で
き
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
町
の

財
政
に
対
す
る
信
頼
度
が

重
要
と
な
り
ま
す
。

　
将
来
の
傾
向
を
見
る

と
、
実
質
公
債
費
比
率

（
18
％
未
満
）、
公
債
費
比

率
（
10
％
以
下
）、
起
債

制
限
比
率
（
20
％
未
満
）、

そ
れ
ぞ
れ
の
指
数
は
ク
リ

ア
で
き
る
予
想
と
な
っ
て

い
る
。
一
方
公
債
費
負
担

比
率
（
15
％
未
満
）、
を

み
て
見
る
と
平
成
34
年

度
、
35
年
度
で
は
危
険
ラ

イ
ン
の
20
％
を
超
え
る
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
人
口
減
少
傾
向

が
進
め
ば
町
の
自
主
財
源

や
国
か
ら
の
普
通
交
付
税

等
の
減
少
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
　

　
ま
た
基
金
を
取
り
崩
し

て
の
財
政
運
営
と
も
な
れ

ば
、
町
も
財
政
運
営
に
つ

い
て
は
厳
し
く
な
る
と
の

認
識
を
示
し
て
い
ま
す
。

実
質
公
債
費
比
率

　
公
債
費
の
額
が
標
準
財

政
規
模
（
税
収
入
＋
普
通
交
付

税
等
）
に
占
め
る
割
合
で

18
％
未
満
が
目
安
で
す
。

公
債
費
負
担
比
率

　
公
債
費
の
額
が
一
般
財

源
の
総
額
に
占
め
る
割
合

で
15
％
以
上
で
警
戒
ラ
イ

ン
、
20
％
以
上
で
危
険
ラ

イ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

で
、
20
％
以
上
で
地
方
債

の
起
債
が
制
限
さ
れ
、

30
％
以
上
は
更
に
制
限
の

度
合
い
が
高
ま
り
ま
す
。

財
政
運
営

借
金
と
財
源
の
バ
ラ
ン
ス
重
要

ど
う
見
る
増
加
す
る
起
債
残
高
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　公
債
費
負
担
比
率

不
足
の
財
源

　
　
　ど
う
す
る

　
地
方
の
公
共
団
体
が
等

し
く
事
務
を
遂
行
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
行

政
の
規
模
に
応
じ
て
、
国

が
交
付
す
る
税
の
こ
と
で

す
。

　
自
由
に
使
え
る
自
主
財

源
に
加
え
て
運
用
で
き
る

た
め
、
町
に
と
っ
て
は
、

頼
り
に
な
る
財
源
と
な
り

ま
す
。

【
わ
か
り
た
い
用
語
】

　地
方
交
付
税・

　
　
　普
通
交
付
税

議会のチェック
　財政の健全な動向を示す指

標には、他に経常収支比率、

財政力指数、将来負担比率等

の評価方法があります。いづれ

にしても結果ではなく、将来の

見通しを正確に把握すること

が重要で、町の事業計画と財

政運用の見通しに対しては、町

民の付託に応えるため、厳しく

チェックしていきます。

起
債
は
ど
れ
だ
け
で
き
る
の

※
※

※標準財政規模（国の算定式）　標準的な地方税収入×75％と地方譲与税等の合計のこと。
※臨時財政対策債　町村の一般財源の不足を補うために特例として発行される地方債のこと。

借金
財源
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財
政
か
ら
見
る

　町
の
将
来

解 体　書解 体　書親親
わ か りわ か り た  いた  い し  んし  ん し  ょし  ょ

町の財源（財力）と、対する公債費（返済能力）の判断基準（指標）を解りたい。
　過去最大の一般会計予算（13,579,000千円）を可決し、新年度の事業がスタートします。町では新庁舎建設
に続き、次年度以降も大型施設整備の着手を予定しています。有利な起債となる合併特例債が平成37年度ま
で延長されたとはいえ約30%は借金であり、また合併による国からの特別配分額も徐々に減ってきており、平成
32年度で終了します。配分が以前の一本算定にもどることから財政運営が重要な視点となります。

表1は年度ごとの、前年度の借金残額Aに一般財源から元金
に充てられた返済分Bを引いて、新たに借金した額Cを加
え、その年度の借金の残金とし、その推移を表しています。
表Ⅱは将来の財政指標を予想として示したものです。

表Ⅰ

町の財政シミュレーション参照（平成31年3月現在）
Ｈ27年度～Ｈ31年度までの償還実績及び予測の推移

表Ⅱ Ｈ32年度～Ｈ35年度までの予測（シミュレーション）

（単位：千円）

Ｈ27 年
年　度

項　目

財
政
指
標

Ｈ28 年 Ｈ29 年 Ｈ30 年
予定

Ｈ31 年
予測

A前年度末起債残高（借金）
当年度償還額
　　B　元金
　　　  利子
C当該年度借入額
当年度末起債残高（A-B+C）
　　実質公債費比率 18％未満
　　公債費比率　　10％以下
　　起債制限比率　 20％未満
　　公債費負担比率 15％未満

実質公債費比率 18％未満
公債費比率　 　10％以下
起債制限比率　 20％未満
公債費負担比率 15％未満

H32年度
13.7％
7.9％
7.6％
17.8％

H33年度
13.9％
7.5％
7.4％
18.1％

H34年度
13.9％
8.1％
7.2％
20.7％

H35年度
14％
8.2％
7.3％
20.9％

14,482,524
1,162,014
1,025,326
136,687
1,195,449
14,652,647

9.7％
4.7％
4.4％
12.7％

14,652,647
1,297,495
 1,180,529
116,966
1,335,588
14,807,706

9.6％
5.4％
4.2％
13.7％

14,807,706
1,530,327
1,428,068
102,259
1,276,170
14,655,808
10.26％
6.8％
5.0％
15.9％

14,716,308
1,683,959
1,591,007
92,953

2,472,500
15,597,801
12.0％
7.9％
6.2％
17.9％

15,524,644
1,707,108
1,624,011
830,097
2,629,600
16,530,232
12.8％
8.5％
7.2％
18.8％

1．財源（財力）
　使い方に制限がない財
源を一般財源といい、住民
税等の直接税（自主財源）
や国からの地方交付税（依
存財源）等も含まれます。
　逆に使い道の制限がある
ものを特定財源といいます。

2．公債費
　借金（元金と利子）を返
すための費用で、一般財
源から返すことを償還とい
います。

公
債
費

　
町
が
国
な
ど
か
ら
借
り

入
れ
た
お
金
の
返
済
に
使

わ
れ
る
費
用
で
、元
金
と
利

子
の
合
計（
元
利
償
還
金
）

か
ら
な
り
ま
す
。

公
債
費
比
率

　
元
利
還
金
の
返
済
に
充

当
さ
れ
て
い
る
金
額
が
一

般
財
源
（
収
入
）
に
占
め

て
い
る
割
合
で
す
。
10
％

を
超
え
な
い
こ
と
が
目
安

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

起
債
制
限
比
率

　
使
途
が
特
定
さ
れ
て
お

ら
ず
、
毎
年
度
確
実
に
収

入
す
る
と
見
込
ま
れ
る
財

源
（
経
常
的
財
源
）
の
う

ち
、
元
利
償
還
金
（
公
債

費
）
に
充
当
さ
れ
た
金
額

が
標
準
財
政
規
模
と
臨
時

財
政
対
策
債
発
行
可
能
額

の
合
計
額
に
占
め
る
割
合

起
債

　
町
が
行
な
う
事
業
等
に

必
要
な
資
金
調
達
す
る
こ

と
を
起
債
と
い
い
ま
す
。

そ
の
こ
と
で
金
融
機
関
か

ら
の
融
資
も
可
能
と
な

り
、
財
源
（
町
債
）
と
し

て
予
算
に
計
上
で
き
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
町
の

財
政
に
対
す
る
信
頼
度
が

重
要
と
な
り
ま
す
。

　
将
来
の
傾
向
を
見
る

と
、
実
質
公
債
費
比
率

（
18
％
未
満
）、
公
債
費
比

率
（
10
％
以
下
）、
起
債

制
限
比
率
（
20
％
未
満
）、

そ
れ
ぞ
れ
の
指
数
は
ク
リ

ア
で
き
る
予
想
と
な
っ
て

い
る
。
一
方
公
債
費
負
担

比
率
（
15
％
未
満
）、
を

み
て
見
る
と
平
成
34
年

度
、
35
年
度
で
は
危
険
ラ

イ
ン
の
20
％
を
超
え
る
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
人
口
減
少
傾
向

が
進
め
ば
町
の
自
主
財
源

や
国
か
ら
の
普
通
交
付
税

等
の
減
少
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
　

　
ま
た
基
金
を
取
り
崩
し

て
の
財
政
運
営
と
も
な
れ

ば
、
町
も
財
政
運
営
に
つ

い
て
は
厳
し
く
な
る
と
の

認
識
を
示
し
て
い
ま
す
。

実
質
公
債
費
比
率

　
公
債
費
の
額
が
標
準
財

政
規
模
（
税
収
入
＋
普
通
交
付

税
等
）
に
占
め
る
割
合
で

18
％
未
満
が
目
安
で
す
。

公
債
費
負
担
比
率

　
公
債
費
の
額
が
一
般
財

源
の
総
額
に
占
め
る
割
合

で
15
％
以
上
で
警
戒
ラ
イ

ン
、
20
％
以
上
で
危
険
ラ

イ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

で
、
20
％
以
上
で
地
方
債

の
起
債
が
制
限
さ
れ
、

30
％
以
上
は
更
に
制
限
の

度
合
い
が
高
ま
り
ま
す
。

財
政
運
営

借
金
と
財
源
の
バ
ラ
ン
ス
重
要

ど
う
見
る
増
加
す
る
起
債
残
高
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　公
債
費
負
担
比
率

不
足
の
財
源

　
　
　ど
う
す
る

　
地
方
の
公
共
団
体
が
等

し
く
事
務
を
遂
行
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
行

政
の
規
模
に
応
じ
て
、
国

が
交
付
す
る
税
の
こ
と
で

す
。

　
自
由
に
使
え
る
自
主
財

源
に
加
え
て
運
用
で
き
る

た
め
、
町
に
と
っ
て
は
、

頼
り
に
な
る
財
源
と
な
り

ま
す
。

【
わ
か
り
た
い
用
語
】

　地
方
交
付
税・

　
　
　普
通
交
付
税

議会のチェック
　財政の健全な動向を示す指

標には、他に経常収支比率、

財政力指数、将来負担比率等

の評価方法があります。いづれ

にしても結果ではなく、将来の

見通しを正確に把握すること

が重要で、町の事業計画と財

政運用の見通しに対しては、町

民の付託に応えるため、厳しく

チェックしていきます。

起
債
は
ど
れ
だ
け
で
き
る
の

※
※

※標準財政規模（国の算定式）　標準的な地方税収入×75％と地方譲与税等の合計のこと。
※臨時財政対策債　町村の一般財源の不足を補うために特例として発行される地方債のこと。

借金
財源
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将来に向かって
大きな一歩

立川中学校立川中学校
関連記事P28関連記事P28

凛
と
し
て 

晴
れ
や
か
に

凛
と
し
て 

晴
れ
や
か
に

生声ひろば生声ひろば 未来に
はばた

け

立川中学校

　
平
成
31
年
度
一
般

会
計
予
算
は
、
財
政

調
整
基
金
や
減
債
基

金
、
い
わ
ゆ
る
貯
金

を
取
り
崩
し
て
過
去

最
大
予
算
と
な
っ

た
。
新
庁
舎
建
設
に

関
す
る
予
算
を
平
成

31
年
度
も
計
上
す
る

た
め
、
や
む
を
得
な

い
と
も
言
え
る
。

　
新
年
度
予
算
に

は
、
新
し
い
図
書
館

建
設
に
関
連
し
た
予

算
も
計
上
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
今
後
は
武

道
館
や
建
設
か
ら
40

年
近
く
経
っ
て
い
る

総
合
体
育
館
を
ど
う

す
る
か
も
考
え
る
時

期
に
な
っ
て
い
る
。

　
町
と
し
て
、
様
々

な
人
口
減
少
対
策
は

行
っ
て
い
る
が
、
こ

の
流
れ
は
、
ゆ
る
や

か
に
な
っ
て
も
止
ま

る
こ
と
は
な
く
、
税
収
に

も
影
響
が
出
る
。

　
合
併
特
例
債
の
期
限
が

延
長
に
は
な
っ
た
も
の

の
、
起
債
に
も
限
度
が
あ

り
、
今
後
も
施
設
建
設
に

つ
い
て
は
、
厳
し
く
チ
ェ

ッ
ク
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
こ
の
号
が
発
行
さ
れ
る

こ
ろ
は
、
新
し
い
元
号
が

発
表
さ
れ
て
い
る
。
新
し

い
時
代
、
次
の
世
代
に
ツ

ケ
を
残
さ
な
い
た
め
に
も

議
会
の
役
割
は
大
き
い
。

　
　
　
　
　
國
分
　
浩
実

発
行
人

議
　
　
長
　
吉
宮
　
　
茂

議
会
広
報
常
任
委
員
会

委
　員
　長
　
國
分
　
浩
実

副
委
員
長
　
澁
谷
　
勇
悦

委
　
　
員
　
鎌
田
　
準
一

委
　
　
員
　
加
藤
　
將
展

委
　
　
員
　
阿
部
　
利
勝

委
　
　
員
　
長
堀
　
幸
朗

答答 問

答答 問

議
会
事
務
局
が

新
体
制
で

　
　ス
タ
ー
ト

議
会
事
務
局
が

新
体
制
で

　
　ス
タ
ー
ト

　
議
会
事
務
局
は
、

事
務
局
長
の
小
林
裕

之
さ
ん
が
監
査
委
員

事
務
局
長
と
兼
任
と

な
り
、
書
記
の
長
南

邦
さ
ん
も
監
査
委
員

事
務
局
書
記
と
兼
任

と
な
り
ま
し
た
。

　
新
た
に
原
田
浩
さ

ん
が
監
査
委
員
事
務

局
書
記
と
し
て
異
動

さ
れ
、
議
会
事
務
局

書
記
も
兼
任
と
な
り

ま
す
。
議
会
事
務
局

係
長
の
堀
純
子
さ
ん

と
合
わ
せ
、
４
人
体

制
と
な
り
ま
し
た
。

　
３
月
15
日
に
庄
内

町
立
立
川
中
学
校
の

卒
業
式
が
厳
粛
か
つ

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
男
子
14
人
、
女

子
21
人
の
卒
業
生
が
、

門
出
の
言
葉
を
心
に

刻
み
な
が
ら
、
平
成

最
後
の
卒
業
式
は
感

動
の
な
か
で
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
卒
業
証
書
を
受
け
取
る
生

徒
た
ち
は
皆
、
す
が
す
が
し

く
晴
れ
晴
れ
と
し
た
表
情
で

し
た
。
在
校
生
が
合
唱
す
る

「
旅
立
ち
の
日
に
」
の
歌
声

に
勇
気
づ
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
今
ま
さ
に
、
将
来
に
向

か
っ
て
大
き
く
一
歩
を
踏
み

出
そ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。

（
生
徒
た
ち
に
）

高
等
学
校
へ
行
っ
た
ら
何

を
し
た
い
で
す
か
。

自
分
の
目
標
や
夢
に
向
か

っ
て
悔
い
の
な
い
よ
う
に

頑
張
り
た
い
で
す
。

中
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
を

大
切
に
し
て
、
有
意
義
な

高
校
生
活
を
送
り
た
い
で

す
。

（
保
護
者
の
方
に
）

ど
の
よ
う
な
お
子
さ
ん
に
な

っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
か
。

友
達
を
大
切
に
し
て
、
素
直

に
大
き
く
育
っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

な
ん
に
で
も
あ
き
ら
め
ず
に

可
能
性
に
挑
戦
し
て
も
ら
い

た
い
で
す
。

◆貯金を取り崩し過去最大予算
◆みんなが知りたい予算の目玉
◆有効に使われるのか
◆町政を問う13人が提言
◆より良い町づくりのために
◆町の財政を解説
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・・・・・〈予算〉

・・・〈新規事業〉

・・・・・〈予算特別委員会〉

・・・・・・〈一般質問〉

・〈常任委員会報告書〉

・・・・・・・・・〈解体親書〉
わかりたいしんしょ

り
ん


